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大学ラグビーの
早稲田・明治戦を何度か観戦したことがある。そこではいつも、スタンドを埋める多くの
在学生やОＢОＧが大声援を送っていた。その光景をいつもうらやましく見ていた。本学の試合では観客がとても少なかったからだ▼本学は縦のつながりが弱いとよく言われる。学内でも先輩との交流は少ないような気がする。まして、ОＢОＧと接する機会は なかない。 「大学に恩返ししたいが、在学生に う機会がない」 「今の大学の状況が分からない」と語るОＢОＧも る▼ 年１月、本学 出場したラグビー大学選手権の決勝。国立競技場には多くのОＢОＧが応援に駆けつけ、用意された応援旗は全て無くなった。試合では、在学生と ＢОＧらから自然と沸き起こった「筑波コール」が何度も競技場に響いた。きっかけがあれば人 集まるのだ▼今、 大学校友会」の会員サイトを使い、在学生とОＢОＧの交流を促進する活動がある。これが進めば、ОＧは在学生の動きを通じ、世界中どこにいてもリアルタイムに本学きを知ることができるようになる。つくばにいなくても、在学生とОＢОＧが簡単 つながることができる▼校友会が本学とОＢОＧをつなぐ架け橋となることを願う。今年の大学ラグビー戦でも「筑波コール」は巻き起こるだろうか。
化粧品の開発も視野に
説明を聞く海外の高校生
北アフリカに育つ植物に高濃度で含まれる薬効成分を調べてきた礒田博子教授
（生環系・北アフリカ研究センター長）らの研究が大きな進展を見せている。これまで現地で採取した植物約２５０種から生活習慣病や神経疾患などに薬効のある成分を見つけた他、現地の植物約８４０種の情報が分かるデータベースも開発した。同教授はこれらを使い、数年後をめどに、薬品や機能性食品、化粧品 の商品化を目指している。
（望月麗＝比較文化学類２年）
　
４月から全面更新された
本学の情報システムの一つ
　
海外から優秀な人材を集めるため、本学教職員がアジアなどの高校に直接出向
いて行う「出張説明会」の成果が上がりつつある。説明会では、高校生が現地高校を卒業後すぐ本学に留学し、英語の授業だけで学士号が取得できるプログラムを紹介。同プログラムでの入学者は実施開始の２０１０年は
20人だったのが、本
年度には
71人と３倍以上に増加し、実施以来計１５６人になった。担当の留学生
センターでは「今 も魅力的な説明会を行い、海外高校からの直接入学者を増やしていきたい」と話している。
（平嶋健人＝社会学類２年）
下＝植物を採取する様子　   （いずれもチュニジア）
砂漠の植物研究
糖尿病やがんに効果
　
本学は
09年、東大、京大
など
12大学と共に文部科学
省の「国際化拠点整備事業
（グローバル
30） 」の参加大
学に認定された。
20年に日
本にいる留学生を計
30万人
にする計画で、本学では英語の授業だけで学士号が取得できるプログラムが社
会・国際学群、生命環境学群、医療科学類にある。　
この中で、各大学は各国
の大学生への勧誘を行う一方、 高校 も開始。本学では、３学群 学類の教職員数人が独自に現地高校を訪問し 説明を行ってきた。　
生命環境学群担当の野村
名可男准教授（生環系）らによると、同学群の場合、
09年以降、中国、アメリカ、
タイ、インドネシア、フィリピン、ベトナム シンガポールなどを中心に約
40校
を訪問。現地で本学と交換
留学の協定などを結ぶ大学（協定校）の付属高校が中心で、毎回
20～２００人の
高校生が対象となる。
同准教授によると、説
明会では▽都心に比べ生活費が安い▽イスラム教徒向けのメニューが利用できる……などの本学 学ぶメリットを紹介。つくば市に
いる留学生と現地をテレビ電話でつなぎ、高校生らに質問させ など、留学への不安を取り除く工夫もしているという。
また東南アジアではア
ニメなど日本文化への関心が高まっており、高校生には「日本の技術を習得したい」などの他、 「 の漫画が好きで、日本語や文化を学びたい」などと語る留学希望者も多い。来日経験のある両親が子どもに「治安が良い」ことなどを理由に留学を勧めるケースもあるという。
同教授によると、植物
は同じ種類でも砂漠などの厳しい環境で育った場合、通常の環境下に比べて自らを守るための成分をより多く含む傾向がある。北アフリカの場合、地中海沿岸の年間降水量は１０００㍉だが、約１００㌔南下したサハラ砂漠付近では
10㍉と非
常に厳しい環境。これに注目した同教授らは２ ０２年以来、チュニジアやモロッコなどで植物のサンプルを採取。その成分を分析してきた。
その結果、サハラ砂漠
付近で採取し 植物のサンプルは、地中海沿岸で採取した同種のものに比べて、病気の治療や予防 有効な成分を多く含むことを発見した。例えば抗酸化物質の場合、ローズマリーでは３
～５倍、オリーブでは
10～
20倍も砂漠付近で採取した
ものの方が含有率が高かった。
また同教授は、老化防
止などについて「薬効がある」と現地で伝承されてきた植物にも着目 塩分の多い土壌で育つ「塩生植物」の分析なども行い、最終的に８４０種について▽成分情報▽伝承薬効▽実験結果▽生息情報…… をデータベース化して る。うち２５０種類の植物エキスからは、老化防止や抗がん、抗アレルギー、 活習慣病改善などに効果がある成分が発見されたという。
現在、このデータベー
スを使うなどして企業と薬品や化粧品の開発を進めているが、化粧品につい数年後にも商品化される見
込みという。同教授は「研究には、伝承を読み解く人文社会系の教授が参加するなど、多くの分野の協力があった。将来、研究を生かして現地でベンチャー企業などを立ち上げることができれば、地域の活性化にもつながる」と抱負を語っている。
◆
抗酸化物質
＝生物
がストレスを受ける
と「活性酸素」が発生し、老化の他、糖尿病やがん、動脈硬化などの原因となるが、抗酸 物質にはこの活性酸素を除去するなどの効果があるとされる。ローズマリーに含まれるロズマリン酸、オリーブに含まれオレウロペインなどのポリフェノール類が知られている。
海外高校で直接勧誘
「新ＴＷＩＮＳ」経由で成績証明書を申請した学生らに、本来なら記載されないはずのＧＰＡ数値付きの証明書が多数発行されていたことが、教員や学生への取材で分かった。システム運用開始に伴う不具合だが、学群４年生の一部はこの明書を就職活動などで企業に送付。事実に気付いた大学側は、企業などからそれらを回収したという。新システムの運用開始では、証明書の自動発行機の不具合も出ている。
（平嶋健人＝
社会学類２年、３面に関連記事）　
複数の学生や大学関係者
によると、誤った成績証明書が発行された学生は
58人
で２２０枚が発行され、そのうち
28枚が使用されてい
た。ＧＰＡ（Ｇｒａｄｅ
　
Ｐｏｉｎｔ
　
Ａｖｅｒａｇ
ｅ）制度は、成績の平均を数値化するも 、今年度
の新入生から適用されるが、２年 以上の学生の成績評価には反映されない。　
また新ＴＷＩＮＳの始動
に伴い、学生証を自動発行機のＩＣカードリーダーにかざすことで各種の 明書を発行するシステムが採用されたが、これが機能しないトラブルも起 った。
教育推進課はこれらの
問題が、新ＴＷＩＮＳの始動に関する混乱であると説明。そのうえで、①ＧＰＡ数値付きの証明書を発行したケースでは、ＧＰＡ実施に向けたテスト データが新ＴＷＩＮＳに残ってしまい、そのまま記載された②証明書発行ができない問題に関しては、カードリダーの読み込み範囲が想定より狭かった……と説明。「現在はこれらの不具合を修正しており、混乱 起きていない」としている。
自転車問題
留学生
 ３倍に
検証
自転車の海
つくば
自転 ・バイク登録制度
　
筑波キャンパスは、大学の
単一キャンパスとしては国内第２位の広さを誇り、そのため自転車は生活に欠かせない。だがその結果、学内では所狭しと大量の自転車が並べられ、時には点字ブロックや駐輪禁止の場所に止めてあることも。その状況を改善するために学生生活課など ＩＣタグを用いた「自転車・バイク登録制度」を
10月から実施
する。その全容に迫る。
（６、
７面に関連特集）
解決なるか
上＝薬用植物の調査を行う礒田教授（左から 2 番目）
成績証明書
GPA 誤記載
大学が企業から回収
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生命力にあふれた絵を展示
本格的な活動始まる
筑波山をジオパークに武井さんが生前に描いた作品
ハッピー体操を行う人々
「死を覚悟」筆を進める
「ハッピー体操」開発
介護予防につながる
　
死を覚悟しながらも絵
筆を離さず、素晴らしい作品を描き続けた故・武井宏子さん（武井隆道教授＝人社系＝の妻）の遺作展が４月、つくば市民ギャラリー（つくば市吾妻）で行われた。昨年９月、がんで
54歳で亡くな
るまでに描いた花々は、幻想的ながら生命力にあ
ふれ、鑑賞者からは賞賛の声が上がっている。　
武井教授によると、宏
子さんにがんが見つかっ
たのは２００８年８月。
50歳の誕生日だった。そ
の後、 転移が判明したが、宏子さんは取り乱すこともなく、淡々と闘病生活を送った。そ な中、宏子さんが出会ったのが絵画。 「全くの素人」 （武井教授）だった 、つくば
市のアートスクールに通い始め、死の２年前から本格的に描き始めた。　
絵のモチーフは大部分
が花。アクリル絵の具を使いバラやヒマワリ ユリなどを自由にデフォルメ （変形） したその絵はうねるような曲線でエネ
同じ成分の油を作ることができ、実用化に向けて研究が進められている。　
今回の実験施設が建てら
れた場所は、下水処理施設の中。通常、下水を処理する過程では有機物を含んだ汚泥と窒素やリンなどの無機物が発生し、それら 処分される。
　
　
しかしこの実験施設で培
養される２種類の藻類は養分としてそ らを吸収するため、処分の必要 なくなる。また、藻類が作り出した油は仙台市に燃料として提供す など 研究 成果が復興に役立てられる。　
今後は施設の規模を屋外
まで広げ、平成
28年度をめ
どに実証研究を行う。プロジェクトリーダーの鈴木石いわね
根教授（生環系）は、 「下
水から作られた燃料を市内で使えれば、エネルギーの
　
本学が東北大、宮城県仙
台市と共同で進める「油を生み出す藻類」の研究のための施設が４月、
 仙台市の
下水処理施設・南蒲生浄化センター （仙台市宮城野区）内に建設された。本学と東北大は、藻類の研究開発を東北地方の震災復興につなげる目的で、２０１１年
11
月、仙台市と協定を締結している。　
藻類はトウモロコシなど
を原料に油を作り出す他のバイオマスエネルギーに比べ、栽培面積あたりの油の生産量が非常に多い。また、今回のプロジェクトでは培養に生活・産業排水を使うため 環境に優しいエネルギーとして期待されている。中でも本学の渡邉信教授（生環系）が発見した「オーランチオキトリウム」と「ボトリオコッカス」の２種類の藻類は石油とほぼ
　
人と人がコミュニケー
ションを取る際、互いの脳波のリズムが次第に同調していくことを、川崎真弘助教（シス情系）らの研究グループが明らかにした。　
実験では、二人１組で交
互にア ファベットを読み、その際の二人の脳波を同時に計測。その結果、最初は脳波のリズムがそれぞれ異なっていたが、読む速
　
茨城県常総市が本学と東
洋大、宮城大の研究チームと連携し、健康増進を目的とした独自の体操「ハッピー体操」を考案した。今後、市内外の老人クラブや学校、幼稚園、保育園などへの普及を目指す。　
ハッピー体操には全身を
動かす「基本編」 、椅子に座り、上半身を中心に動か
す「座位編」 、子供向けにジャンプなどの動きを取り入れた「子供編」の３種類がある。 それぞれの体操は、腕回しや足踏みなど健康に良いとされ ８つの動きが組み合わされており、中にはつま先で「ＪＯＳＯ（常総） 」の文字を書くユニークな動きもある。　
体操で使用される曲「Ｊ
ＯＳＯ☆ハッピー」は、東京都のＮＰＯ法人が作曲を
自閉症の治療に役立てる話し相手と脳波が同調
ルギッシュに表現されており、関係者の間で大きな評判を呼んだ。宏子さんは「 （絵には）集中できる」と話し 制作のため朝から夕までスクールにこもることもあったという。　
制作総数は約
30点で、
中には１㍍四方のものも。昨年４月 一部作品の展覧会を行った他、今回は約
10点が展示され
た。武井教授は 「妻は （がんと分かって ）沈むことなく、８回 手術を経験しながらも、その日、その日を最後まで生き抜いたと思う。 強い人間で、尊敬している」と話している。
震災復興につながる
施設で培養するオーランチオキトリウム
　
筑波山のジオパーク認定
を目指す「筑波山地域ジオパーク推進協議会」が４月
18日、来年の日本ジオパー
ク認定審査に向けて活動を本格化させると発表した。　
ジオパークとは、地球科
学的に重要な自然環境があり、その環境が観光など有効活用されている地域のこと。世界ジオパークネットワークが認定する「世界ジオパーク」と 日本ジオパーク委員会が認定する「日本ジオパーク」がある。日本では現在、
25地域が日
本ジオパークに、そのうち洞爺湖有珠山など５地域
世界ジオパークに認定されている。　
同協議会は、地域振興な
どの目的で筑波山地域のジオパーク認定を目指し、本学とつくば市、桜川市、笠間市、石岡市の４市など７団体で昨年８月に発足。今年夏には新たに土浦 かすみがうら の２市が加入する見込みだ。　
今後は、ジオパーク認定
に向け、認定申請書の作成や筑波山を案内するガイドの養成なども行っていく予定。本学は、筑波山の良さを伝えるため 「ジオ・カフェ」 などの講演会 開き、
　
本学とつくば市は、３月29日、市内の出産に関わる
医療体制を整備する目的で、本学で寄附講座を開講する協定を締結した。講座の開講に伴い、本学 属病院内に、医師の立ち会いの下で助産師がお産に対応する院内助産システム「つく
■訃報　
木下
　
明氏（きのした・
あきら＝本学名誉教授）４月
26日死去、
91歳。
　
１９８５年本学退職、名
誉教授。　
小田
　
晋氏（おだ・すす
む＝本学名誉教授）５月
11
日死去、
79歳。
　
１９９７年本学退職、名
誉教授。
武井宏子
筑波 地域ジオパーク推進協議会
武井宏子さん遺作展
さん
本学と常総市などが連携
附属病院に助産施設
市と共同で寄附講座も
『地産地消』になる。成果を出して『仙台モデル』として広めていきたい」と話した。
学園祭ではパネル展示をするなど、同協議会の活動をサポートしていく。　「西の富士、東の筑波」として富士山と並び称される筑波山。同協議会の活動に携わる久田健一郎教授
（生環系）によれば、筑波山は、山頂付近やふもとど場所によって岩石の種類が異なっているため、富士山と同じよう 裾がなだらかな美しい形をしていのだという。　
同教授は「筑波山には地
学的な面白さもあるが、何よりも万葉時代 ら歌に詠まれてきた美しさがある筑波山地域の持つ価値を理解してもらえるように、 （専門家がそろっ いる）大学がサポートしていくことは重要」と語った。
度や間隔がそろっていくうちに、脳波のリズムも同調することが分かった。成果はイギリスの科学誌「サイエンティフィック・リポーツ」に掲載された。　
今回の結果の原因究明が
進めば、自閉症などのコミュニケーショ 障害の診断・治療や、ロボットと人とのコ ンの研究などへの応用が期待さ
ば市バースセンター」も整備する。　
寄附講座の開講に合わせ
て新たに教員を採用し、その教員は大学で医学類対象の講義や実習指導、自身の研究などを行う傍ら、バースセンターで医師として働く。担当教員は 授、准授、講師の３人で、公募選考で決定する予定。市は、本学の寄附講座に年４２００万円、５年間で計２億１０００万円を寄附する。　
協定締結の背景には、市
内の地域医療体制の整備遅れがある。つくば市の２０１０年度の出生届出件数は２２１０人で、市内で出産したのは ３３９人。市外で出産した８７１人のうち半数近い４ ６人が、
市内の医療機関で予約が取れなかったことなどを理由に挙げた。　
これまで、同附属病院で
は主にリスクの伴う出産に対応してきたが、バースセンターでは通常の出産を積極的に受け入れる。これによって、より多くの妊婦が市内で出産できるよう なる。　
バースセンターは、同附
属病院の新棟「けやき棟」内に開設されており、病床数は６。市の援助を受けて数年以 建築 る予定のバースセンター専用棟では、
12に増床される。
　
専用棟の完成後は年間
３００～４００人の受け入れが可能となり、予約が取れない状況は改善される見込みだ。
れる。　
同研究グループでは今
後、今回よりも複雑な「会話」をしたり、国籍の異なる人同士がコミュニケーションを取る場合に 脳波がどのように変化するか調査を進める予定。　
川崎助教は「脳には分か
らないこと たくさんあり、調べれば調べるほど新しい発見がある。 （自分の研究を通じて）もっと多くの人に脳科学に興味を持ってもらいた 」と話した
イベントも開催へ
商店街に「健康サロン」　茨城県行
なめがた
方市と本学が
連携し、高齢者の健康づくりと商業活性化を目的とした期間限定の 「健康サロン」を玉造中商店街（同市）に
開設した。　
同市では
65才以上が人口
の４分の１以上を占めており、医療費の増大などの問題が起きている。この状況
を改善するため、同市は昨年
10月に本学と健康をテー
マとした連携協定を結んでおり、今回のサロン開設もその協定に基づいてい 。　
同サロンでは血圧計など
を自由に利用できるようにしたり、講師を招いて健康器具などを使った体操を行った。高齢化が進み、生活習慣病が増えている現状を逆手に取り、健康づくりを全面に押し出すことで、商店街に高齢者を呼び込んだ。　
連携の期間は３年間で、
今後は健康をテーマとした講座の開設を重点的 行いながら、参加者皆で散歩する「健康ウォーク」などのイベントも開催する予定。
担当。歌詞は市民から募集したオリジナルのもので、「常総の大地のみのり」など常総市に関連した言葉も含まれている。　
体操の考案に携わった
安あんめときえ
梅勅江教授（医学医療
系）は「 （体操で）体力を維持するのはもとより、楽しみながら身体を動かすことで、認知症などの予防にもつながる」と話した。
行方市との連携事業
仙台市に実験施設完成
油を生む藻類
提供＝渡邉信研究室
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多様な演出で観客を魅了
五十嵐教授がデザイン葉脈で環境に優しいイメージを
エコタクシー
　
本学の芸術・文化系サー
クルが日ごろの成果を披露
するイベント「つくば芸術祭」 （主催＝芸術系サーク
ル連合会）が５月３─５日、つくばセンター周辺地区（つくば市吾妻）で開催された。　
29回目となる今回は「君
と、私と、心とつくば」をテーマに、
19の団体が楽器
の演奏や作品の展示などを行った。　
アイアイモール前モニュ
メントプラザでは ジャズ愛好会による演奏会が行われた。東京都から訪れた男性は「ジャズは午後ののんびりとし 雰囲気に合っている。屋外で が聞けたのが良かった」と満足気に語った。　
アルスホールで３日に行
われたのは、マジシャン
ズクラブによるマジックショー。スカーフやトランプ、鉄のリングを使ったマジックが披露され、会場から拍手が起こった。スカーフマジックを披露した岡洋介さん（社工３年）は、 「わざと失敗するなどのちょっとした演出もマ の魅　
芸術を通じて震災の復興
支援を行う「筑波大学創造的復興プロジェクト」の活動報告展が、３月
25日から
５月
19日にかけて、茨城県
近代美術館アートフォーラム（茨城県水戸市）で開かれた。
力の一つ。楽しんでもらえて良かった」と笑顔を見せた。　
市民ギャラリーでは、写
真部と書道部の作品が展示された。それぞれ 作品展示に加え、写真部が撮影した写真と、書道部が書いた文字を合成し 共同作品も
飾られた。　
実行委員長の横内碧さ
ん（日日２年）は「今年は天気にも恵ま 、無事に開催できて良かった。来年は記念すべき
30回目なので、
しっかり次に引き継ぎたい」と話した。
（
12面に関
連写真）
ジャズ研究会による演奏
　
今春から県内の大曽根
クシー株式会社（つくば市花畑）と土浦タクシー株式会社（茨城県土浦市）の２社が使用を始めたプラグイ
ンハイブリッド車（ＰＨＶ） 。この「エコタクシー」のデザインを宮野栞さん（平成
24年度芸術専門学群
卒）が考案、五十嵐浩也教
授（芸術系）が監修した。　
完成したデザインは白い
車体に葉の葉脈の柄 施されたもの。このデザインは今後、ＰＨＶだけでなく電気自動車やハイブリッド車など、県内のタクシー会社で導入されるエコタクシーすべてに施される予定だ　
今回導入されたＰＨＶ
は、短距離の場合は電気を使い、長距離の場合は電気とガソリンを併用することで、二酸化炭素の排出を抑え、かつ長距離走行が きる。そのため、電気自動車やハイブリッド車などと並び、環境に優しい車として期待されている。　
２社はこれらの車の導入
を支援している国土交通
省・県から補助金などを受け、県内で初めてＰＨＶの採用を決定。導入を前に、エコタクシーが環境に優しい車であることをアピールし、県内に広めるという目的で、本学の五十嵐教授研究室にデザインの考案を依　
４月から全面更新された
本学の情報システムの一つ「ＴＷＩＮＳ」では、▽一
葉脈をイメージしてデザインされたタクシー
グェン・ティ・日本語で思い伝えたい 　「日本の生活を楽しんでいますか？」と聞かれ
たら、一瞬もためらわないで、 「はい」と答えます。例えば 言うまでもないと思うが 発展途上国から来た私にとっては先進国の日本の生活はとても豊かで便利です。コンビニはどこにでもあっ
てそして
24時間も営業し
ているおかげで真夜中でも買い物したり人気を感じたりできて、眠らない夜のシティライフを体験しました。また、食べ物は和食だけではなく、インド、フランス、韓国、中国、ドイツなど世界中の国や地方から集まってくる料理もあるのでさまざまな食生活を楽しんでいます。物価が高くて大変ですが、バイト 簡単に見つかるし、日常生活である程度節約すれば大体日本での生活を楽しく過ごせると思いま 。　
一番つらいのは外国で
一人暮らしをすることではなく、外国に一人 居ることでしょう。 つまり、別の考え方や価値観を持って、別の言語を話す
人たちと一緒に暮らすところに自分の居場所が無い、自分のこ を分かってくれないという思いがいつも心に浮かんでいます。自分の思いをちゃんと伝えられな そして相手の思 も理解できない。日本語が邪魔になってしまうなんて思いませんでした 何か言いたくても言えず、よく黙ることにしています それで、元々明るく冗談が大好きな私はいつの間にか口が重くなり始め しまいました。　
でも、これからもっと
日本語の勉強を頑張るしかありません 友達の期待に応えるように、頑張ります！（社会学類・原文も日本語＝ベトナム出身）
　
平成
25年度科学技術分野
の文部科学大臣表彰式が４月
16日に、文部科学省講堂
（東京都千代田区）で行われた。本学からの受賞者は
　
劇団サークル「ＳＯＮＩ
ＣＢＯＯＭ」の第
91回春公
演「あのね、 が５月５─６日に１Ｅ棟１０２で行われた。
　
　
今回の公演は三宅映未さ
ん （芸専２年） の一人芝居。
主人公は電話交換手で、電話を掛ける側と受ける側をつなぐ。恋に悩む若者、占い師、サンタクロース、リカちゃん人形……。さまざまな登場人物が現れ、物語が進行した。　
劇中では登場人物が変わ
るごとに声や表情もガラリと変化。電話に見立てた紙コップの持ち方や、椅子の座り方にも特徴を出し、全てのキャラクターを一人で演じきった。
　　
 
一人芝居は２回目だが、40分の長編を演じるのは初
めてだったという三宅さん。 「うまくできたか分からないが、精一杯やれ 」と振り返った。
般のネットからもアクセスできるようになった▽これまで大学に出向いて行っていた住所登録が、ネットでできるようになった▽英語版が追加された……など、学生の要望を受け、改善された点も多い。　
だが、古いシステムとは
異なる科目区分の設定方法についても学生らから疑問の声が寄せら ている。　
昨年度までは科目区分を
履修登録時に学生が自ら設定していたが、新ＴＷＩＮＳでは を行うと科目区分が自動的に設定される機能が追加され 。だが
赤平昌文特命教授、二瓶雅之准教授（数物系） 松本正幸教授（医学医療系）の３人。　
科学技術分野の文部科学
大臣表彰は、科学技術に関する研究開発などで顕著な成果を収めた人の功績をたたえるもの。研究者の意欲向上を図り、日本の科学技術を発展させることが目的だ。　
赤平特命教授は「統計的
高次漸近理論の研究」が評価され科学技 賞（研究部門）を受賞。二瓶准教授は「多重外場応答性金属多核錯体の創出と機能発現に関する研究」 、 松本教授は「脳の報酬機能を支えるドーパミン神経システムの研究」ついて若手科学者賞を受賞した。
松本教授ら３人が受賞文部科学大臣表彰式
この際、本来学生が求めていない科目区分に割り振られてしまうケースがあるという。これについて、ＴＷＩＮＳ等運用委員会委員長の歳森敦教授（図情メ系）は「成績確定後には、これまでと同様に学生自らが科目区分を変更できる」としている。
◆科目区分＝
本学で
学類ごとに、卒業に
必要な単位を「専門科目」「基礎科目」などに分類したもの。各区分では履修が必要な科目や単位数が決まっており、その通りに単位を修得して卒業できる。
頼した。　
五十嵐教授は「 『これは
何だろう』と見た人に興味を持たせるようなデザインを意識して、文字などは書かず、葉脈 けのシンプルものにした」と話した。
科目区分設定に疑問の声
新ＴＷＩＮＳ
「成績確定後に変更できる」
芸術を通して復興支援
作品で思い表す
創造的復興プロジェクト
　
同プロジェクトは芸術専
門学群が開設する授業の一つで、震災後に学生が被災地を訪れ、現地の子供たちとおもちゃ作りや祭りの開催などを行った。　
会場には活動内容につい
て書かれたパネルや 活動
後に学生らが制作 作品が展示された。中には、震災当時の写真が映し出されたスクリーンの前に人が立つと、影になった部分のみ震災から２年後 風景に変わるという展示もあり、復興の様子が視覚的 分かるようになって 。　
水戸市内から訪れた男性
は「復興というと衣食住の提供が優先されがちだ 、芸術を通した心のケアも必
要だと思う」と話した。　
また４月
29日には、同プ
ロジェクトに関わる田島直樹准教授（芸術系）が同館で、家族でオリジナルＴシャツを作るワークショップ「家族でＬｅｔ‘ｓプリント」を開いた。これは「震災をきっかけに家族
の絆を見直そう」という趣旨で企画されたもので、県内から６組の家族が参加した。版画を使い、 家族で 「我が家のシンボルマーク」をデザインし、Ｔシャツにプリント。一家でおそろＴシャツを着て記念撮影をし、 会場は笑顔に包まれた。
40 分の一人芝居
劇団サークル「ＳＯＮＩＣＢＯＯＭ」
独特の世界観見せる
展示に見入る来場者
タィン・フェン
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見続けてきた二人の背中
大切に
つながりを
森田聡
　
大学入試を論述試験や
面接だけで済ませ、学力試験を実施しない選抜方法に対しては「学力の無い大学生をつくる」との批判が強い。だが私は大学時代に中高 の思考力や発言力を養う活動に関わってきた経験から、入試では今後、必ず論述験を行うべきだと思う。論述試験は受験生の「考える力」 見ることができ、その力は、大学での学業はもとより、社会でも必要だからだ。
　
大学入試にはさまざま
な方法がある。①全国共通の学力試験「大学入試センター試験」を利用する②各大学で独自の学力試験を課す③面接や小論文などの論述試験を行う④これら①～③を組み合わせる……などだ。だがこのうち③を重視するＡＯ入試には批判も多い。　
２００８年の中央教育
審議会（中教審）の答申によると、全国 国公私立大学の約１０００学部に「ＡＯ入試（合格者）の問題点」について聞いたところ、約６割が「他方式の入学者と同等 学力があるか疑問を持つ」と回答し いう。　
また一部にせよ、企業
側がＡＯ入試での入学者に「学力が無い」というイメージを抱いているは間違いない。 私は昨年、就職活動を行った 、その際に会ったある採用担当者は、 「ＡＯ入試で合格した大学生は（学力が低く）採用したくない」とすら話 てい 。　
だが、論述入試は不必
要なのだろうか。　
私は大学の２年間、 「子
ども国会」 実行委員会
の代表だった。これは中高生数十人が、１泊２日で「国会」を形作って社会問題を話し合い提言するイベントで、中高生が発言力や思考力、そして論理的に物事を考える力を養うことを目的としている。　
３年前に彼らは「地域
交流」をテーマに話し合った。当初は、 「今まで全く考えたことのない問題」 と当惑していたが、
考えを巡らす中で最近は地域交流が無くなったため、孤独死が増えたり、児童虐待に気づきに くなったと判断。その上で近隣住民と交流を持ち続ける環境づくりの在り方を議論し、最終的に「コミュニティバスや乗合形式でのカーシェアリングの普及推進」 を提言し 。　
また「子ども国会」に
参加したある中学生は、その後、有名大学にＡＯ入試で進学 、卒業論文で「優秀賞」を獲得した。一連の経験から彼女が 「自ら考える力」 を培ったのは間違いない。　
私は、３月に大学を卒
業し社会人になった。こでは、常に「自ら論理的に考える」ことが求められた。大学入試でこの力を問うのに やはり論述入試が適切だ。　
無論、これでは「論述
入試で入った学生 学力
私のあこがれは、高校
時代の新聞部の先輩たちである。仕事をテキパキとこなし、機転が利き、いつも爽やかで、面白い先輩たちが大好きだった。先輩たちのおかげで新聞部の部室はいつも笑いに包まれていた。ラーメンを食べに行ったり、 カラオケ 行ったり、初日の出を見に行ったり、
先輩たちとの思い出は数えきれない。真面目な場面では真面目に、楽しい場面では思いっ切り楽しむ。そんな先輩たちは私のあこがれであり、私もこん 先輩になりたいと った。　
新入生が入ってきて私に
も後輩が きた。できるだけ爽やかな自分を装って、テキパキ仕事をして る風に繕った。し しそのうちボロが出て、先輩としての威厳はどこへやら。すぐに同学年の友達のような関係になってしまった。あこが
大野夏実（看護２年）
　
小説家を志したのは小学
３年生のころだった。幼いころから母親に絵本の読み聞かせをしてもらい、ずっ
沢宮容子
れの先輩には程遠いな、と思った。　
先輩、後輩の隔たりが無
いことも幸せなことだな、と思ってからは、自分らしくいられるようになり、楽になった。後輩たちとも、先輩たち 同じくらいたくさんの思い出を作 た。　
部活を引退するとつらい
受験勉強が始まったが、支えになってくれたのは後輩たちだった。本当に良 後輩を持った。卒業式 日には、私 のためにビデオレターを作ってくれた。感動するものとはとても言えない出来だったが、私 ちを慕ってくれているこ を確認できるもの 。 「あこがれ」とは少し違うけれど、とてもうれしかった。
　
私が大学時代に師事し
た児童心理学のＡ先生は、カウンセリングが嫌いでし 。 「ねじ穴の形に合うようにねじの形を変えるのがングだ。ねじ穴がどんなにおかしい状態でも、じの形だけを変えようと
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が無い」という批判への答えにはならない。　
学力に懸念があるなら
ば、論述試験の他に学力試験を義務づけるのも一つのやり方だ。加えて大学が論述入試の入学者に対し「補講」 行うことも効果的だろう。大学で高校の学習範囲を復習することは、 「大学 高校化」 という批判があるが、それ以上に論述入試で養われる論理的な思考方法や表現力は大学や社会で必要とさ 力だ。　
社会に出ると知識力だ
けではなく、そ を元にいかにモノを見るか、考えるかが試される。 のために大学入試での論述入試は必須だ。大学は今後も「考 力」がある人間を選んでほしい
（元
筑波大学新聞編集部員、平成
24年度社会工学類
卒・会社員）
する。一面的で、しかも非科学的だ。だから、私はカウンセリングが大嫌いだ」 。　
その後、
本学大学院に進んだ私は、行動療法家の田上不二夫名誉教授に出会いました。田上先生は、次のようにおっしゃいました。 「手が４本あてそれが自由に使えれば、人 生活はもっと便利にな たかもしれない。しか 手
が２本しかなくても、人は不自由を感じずに生活している。手が２本ある
ことを前提として生活環境がつくられているからだ」 。つまり、重要なのは、人と環境との折り合いだということ。 「ねじとねじ穴」の話
でいえば、ねじの形を変えるだけでなく、ねじ穴も変えて、折り合いをつ
けていけば良いのではないか。この“発見”は、現在までつながる私の研究と臨床の原点となりました。　
カウンセリングが大嫌
いだとおっしゃったＡ先生は、私にその言葉を託された後、１年もたたないうちに亡くなりました。海外の学校では元気に過ごしてい のに、帰国してから不登校となったＢ子さん、過酷な労働環境の中、うつ病になったＣさん……。カウンセリングでさまざまなクライアントさんに出会う度、私はＡ先生の言葉を噛みしめます。ねじ 形だけを変えようとしてい
認知行動療法の多面性を探る
N・カザンツィス他著
社会で試される
手の届かない尊敬する作家油布知夏（人文１年）
今月のテーマ「あこがれの人」
　
私のあこがれ 人。 いや、
人たちと言った方が正しい。その人たちに「あこがれ」という感情を抱き出したのは、いつ ことだったか分からない。気づいたらその人 ち 私にとってあこがれであっ し、尊敬の
ないだろうか。一面的で、非科学的なアプローチになってはいないだろうか。　
今回、本書の翻訳に携
わる中で、そん ことを思い返しました。この本は、認知行動療法の多面性を明らかに ながら、認知行動療法の主要な
10
のモデルについて、斯
しかい
界
の第一人者たちが、実践例を交えながら、広く深く、解説しています。亡きＡ先生が読まれたら、カウンセリングのことを、少しは好きになってくれていたでしょうか？（星和書店）　　　　
（人間系・教授）
小堀修・沢宮容子・勝倉りえこ他訳
と本に囲まれて育ってきた私にとって、それはごく自然に抱く夢であったと思う。当時ノート 書きつづっていたのは異世界で主人公たちが活躍するというこてこてのファンタジだった。子供だっ 私 日常からかけ離れた世界にあ
こがれていたのだ。昼休みには図書室へ通い、胸踊る冒険活劇を読んでは影響されてまたノートを開く。時には授業中でさえも空想の世界に浸っていたりした。そんな、現実よりも空想の世界にひかれていた時期に出会ったのが星新一さんの
本だった。　
星新一さんはショート
ショートストーリーと呼ばれる超短編のＳＦ小説を書く作家である。彼の話はほとんどが一見して特別なことなど何もない平凡な日常が舞台 なっており、日常からかけ離れた世界ばかり
を見てきた私にとっては少々つまらなく思えた。だが、そう思いながらもなぜだか私はそれ以来度々星さんの本を手に取った。そしてしばらくしてふと、星さんの世界 魅力に気づいた。星さ 世界は現実の世界を土台に ながらもちょっとだけ現実か 浮遊した世界である。ありそうで無い、起こりそうで起こらない世界。そこで誰でもないが誰でもあり得る無個性な人物が少 不可思議な出来事を経験する。まる何事も無いかのようにさらりと描かれた世界は現実によく似ているが、実は違う。小説の世界にあこがれていた私に って、それ現実と小説の狭間に存在しているよ なあこがれの世
　
春休みに先輩たちが、私
たちの卒業と大学合格を祝うために、 わざわざ集まり、お好み焼きパーティーを開いてくれ 。久しぶりに会う先輩たちは外見が少し大人っぽくなっていて、けれど相変わらず爽やかで、面白かった。私のあこがれは健在だな、と思った。私ちが二十歳にな たら飲みに行く約束もしてくれた。
先輩たちはつながりを
大切にする。おそらく毎年とはいかないまでも、時々また集まって思い出を増やしてくれるのだろう そしてその度に、先輩としての力を見せつけられるのだ。　
私もつながりを大切にし
たい 後輩たちは今まさに受験勉強と戦っている。彼
らがしてくれたように私も力になりたい。そして後輩が卒業したら、祝ってあげたい。その後も時々会いに行って、自分の成長を見せつけたい。いつ 日か あこがれの先輩であると言わせるために。
対象であり、目標で あった。今もその気持ちは変わらない。　
その一人はとても優しく
て、人との関わりを大切にする人間だと思う。彼女はとても優しい。人の痛みにすごく敏感で、困っている人の親身になれる。悩み事があれば何時間でも話を聞いてくれるし、悲しいことやつら ことがあればま
で自分のことのように怒り、悲しんでくれ ここまで人の心に寄り添える人はなかなかいないのではないかと思う。また、人関わり 人一倍大切 している。口癖のよ に「ご縁を大切に」 と言っているが実際に彼女の知り合いは多い。まさかという所で彼女の知り合いと遭遇することも多い。きっと 優しさと縁を大切にする心は人をひきつけるのだろう。　
もう一人は真っすぐで、
そして彼女同様に人との関わりを大切にする人である。 彼はとても真っすぐで、頑固とも言えるが、い も
ちゃんと一本芯が通っる。意見が変わりやすい私にとって、ぶれない芯を持っていることはあこがれであり、尊敬するところである。また彼は、特に人の信頼をとても大切にしている。そんな彼から言われた言葉が私は今も忘れられない。私が大切な約束を破ってしまった時に言われた言葉だ。 「信頼なんて崩れるのは一瞬だ だけど れを元に戻すにはその何倍もの時間と苦しみが伴うし、戻ってこないこともある。どんな人との関わり 大切にしなさい」と。この言葉のように彼が の信頼を大
切にしていることによて、彼の周りにもまた人が集まるのだろう。　
そんな父親と母親の背中
を
20年間見てきた。父の
真っすぐさ、母 優 さにあこがれ、彼らのようにりに人が自然と ってくるような になりたいと思ったが、
20才を目の前に
した今もなかなか近づけてはいない。これから追いつけるかどうか分から いが、少しでも近づきたいと思う。そしていつかは自分の子供にあこがれを持ってもらえるような親に りたい。私が彼ら ているように。
姉崎信（心理１年）
界だったのだ。　
実際その後私は星さんに
影響を受けて、いくつか自分でショートショートストーリーを書いてみ りもした。そして改めて星さんのすごさを思い知った。単純明快に見えて、星さんの文章は緻密である。オチに向かって言葉一つひとつが組み合わされ、計算し尽くされているのだ。　
今、私は別段星さんのよ
うなＳＦ作家になりたいわけではない。しかし、私のあこがれの人は永遠 星んである。自分には到底不可能だと思えるからこそ、私は星さんを尊敬し続け、そして本を読んでは「敵わないなぁ」と小さく降参笑みを浮かべるのだ。
「考える力」
臨床実践を導く
認知行動療法の 10の理論
　
日本の数学教育が海を渡
り、太平洋を挟んだ異国の
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数学教育の教科書の中身
　「最新の研究成果を取り入れることが、教科書作成者の使命」と卯
うしろ
城祐司教授
（人社系）は語る。同教授は中学校用「ＳＵＮＳＨＩＮＥ
　
Ｅｎｇｌｉｓｈ
　
Ｃ
ｏｕｒｓｅ」 （開隆堂）や、高等学校用「ＥＬＥＭＥＮＴ
　
Ｅｎｇｌｉｓｈ
　
Ｃｏ
ｕｒｓｅ」 （啓林館）など、
　
菊幸一教授（体育系）は、
約
20年間、 「現代高等保健
体育」 （大修館書店）の作成に携わっている。この教科書の中で「体育編」の部分の執筆を担当し　
教科書を書く人は、学習
指導要領を熟知している必要がある。同教授は平成元年から学習指導要領改訂に関わることもあったため、大修館書店から声が掛かり、 執筆することになっ 。　
スポーツには、勝ち負け
だけではないさまざまな価値がある。そのことを生徒たちに柔軟に考えさせることが、同教授の狙いだ。そのため、 「やってみよう」や「考えてみよう」などの自ら考えるコーナーを設けたり、トピックス欄で具体的な事例や写真
　
小中高で使用される教
科書は、実際に児童・生徒の手に渡るまでにさまざまな過程を経る。ここではあまり知られていない教科書作成の仕組みを紹介する。
　
現在使われ
ている教科書の
80％が、教
科書発行会社によって作成され、文部科学大臣の検定を経て発行されている。この目的は、民間会社の創意工夫が教科書に生かされることと、検定により客観的・公正で適切な教科書を確保
することだ。この他に需要が少ないため、民間会社による発行が期待できない農業・工業・水産などの教科書や、特別支援学校用の教科書は文部科学省で作成されるものもある。　
教科書の作成では、ま
ず発行者が学習指導要領などを元に原本を作り、文部科学省の教科用図書
検定調査審議会で内容が検討される。そしてこの審議に基づいて、文部科学大臣が の合否を決定。 合格した教科書から、公立では都道府県や市町村の教育委員会 、国立私立では学校長が、どの教科書を使用するか研究・調査 行い、最もふさわしいと思われる教科書を選ぶ。この過程を経
正確で面白い教科書を
地・メキシコに伝わった。そのメキシコと日本の橋渡しをしたのが、日本の数学教育を広めるために世界中を回る、 礒田正美准教授 （人間系・ 開発国際協力センター）だ。
　
同准教授が作成に関わっ
た数学教育の教科書が、今年１月から、メキシコで教員を目指す 生たちが学ぶ師範大学で使われ始めた。これは日本の小学校の算数教材を題材に、数学教育の目標や指導内容について説明したもので、裏表紙には本学の校章と「筑波大学」のロゴが描かれている。　
本学とメキシコとの関わ
りは、同国側からのアプローチで始まった。メキシ
コでは、日本のように系統的な数学教育が行われていない。小学校の算数教材は１ページの大半が 常生活の様子を描いたイラストで、教える順番もばらばら。２００９年にＯＥＣＤが行った国際数学的リテラシー調査 は、
65カ国中
51
位という結果が出た。　
数学教育の立て直しが急
務である 考えた同国 教育省は、中南米で小学校の算数教材の作成に関わって
きた本学に協力を依頼。
07
年から同准教授らが現地で数学教育の講義を行い、数学教育の教科書にもその内容が盛り込まれ 。　
本学は他にも、チリやタ
イなどで同様のプロジェクトに関わっているが、日本の「数学教育」はなぜ世界から注目を集めている だろうか。　
小学校の算数の教材は計
算能力の向上だけ 目的としたものと思われがちだ
が、それに加えて、学び方の習得や人格形成までも狙いとしている。　
この目標を実現している
のが日本 数学教育で、同教授らはその「教育理念」を各国に伝えている。原動力は、 育の分野で世界をリードすることで、 学、そして日本が引き続き高評価を得られるよう したいとの思いだ。　
今後も本学、そして日本
は、数学 いう「世界共通語」を使 、世界の国々に貢献を続ける。
中高の英語教科書を数多く手掛けてきた。　
同教授は、教科書作りを
支えるのは、研究に裏付けられた確かな「理論」だと説明す 。 一つの英単語を覚 ためには、文中で
10回
以上そ 単語に出会う必要がある」という理論があれば、その単語が一度出てきた後もできるだけ多く使われるように教科書を編集す 。理論を常に検証し、議論を重ねながら教科書を作成する。 「学校教育は、教科書の影響を大きく受ける。（教科書の作成は）毎回真剣勝負で、失敗は許されない」 。　
この他にも、教科書には
多く 工夫が凝らされている。 各レッスンの最初に
生徒の興味をかき立てる写真がいくつも掲載されている。この写真は、本文を読む前の導入や、読み終えた
後の「ｒｅｔｅｌｌｉｎｇ（再話） 」に活用される。同教授は「読んだ英文の内容を自分の言葉で話すことで、学習した内容をより深く理解 きる」と語る。　
掲載する英文の
題材にもこだわりがある。 「英文の内容を、家に帰って両親に話したい、と生徒が思えるものを選びたい」 。掲載されている
10ほ
どの題材は、本や
ニュースの内容を元に書かれた、４００以上の候補の中から選ばれたもの。 「どれもあ すじを聞いただけ
で、生徒が内容を知りたくなるものばかり」 だという。　
だが、作成には苦労も多
い。大学教授としての職務などとの両立 あり、教科書の作成に割く時間が限られている。 「ＥＬＥＭＥＮＴ
　
Ｅｎｇｌｉｓｈ
　
Ｃｏ
ｕｒｓｅ」を する際は代表を務め、多くの作成者の取りまとめにも苦労したとい 。それでも「自分たちが作った教科書を中高生音読しているのを見る
最新の研究成果を反映
を紹介している。 「スポーツの知識はもちろん、スポーツが文化の一つだということを理解してほしい」と語る。　
近年、体育の教科書を見
やすくするために挿絵を増やす傾向があ グラフや写真、イラストなど、たくさんの挿絵がほとんどのページにある。しかし、その結果文字数が減ってしまうため、限られた字数内で重要なことを簡潔に書くことが問われるようになった。また、生徒に教える部分と、生徒が自主的に考える部分をう く組み合わせる必要がある。そのため、本文以外のコラムなども充実させ などの工夫をして
いる。　
教科書作りの難しさを、
「先生も生徒も興味を持て
と、 また頑張ろうと思える」と同教授。質には自信があり、 「この教科書で勉強する生徒がうらや しい」と笑う。　
同教授は「誰でも英検１
級が取れるわけではないが、 英語を好きに れるこの教科書で学べば、英語が一生楽しめる」と自負する。最新 理論と緻密な編集作業に基づいて作ら たこの教科書は、約１００万部発行されている。
教育学で世界をリード
るような工夫をすること」と話す。先生が面白いと思わなければ、その教科書が
作成した教科書について語る卯城教授
菊教授が作成に携わった教科書
使われることはないからだ。そして、文章を書くだけでなく統計や写真、イラストなどの案を考えることも仕事の一つだ。また、複数の編集員 １冊の教科書を作り上げるため、意見の食い違い 起こる。一つ題材を載せるかどうかを１日かけて話し合うこともしばしばある。　
同教授は「スポーツの多
様な価値を知っ 、どんな年齢になってもスポーツを楽しみ続けてほ い。子供たち全てにとっ 生涯スポーツの実現を促す教科書になればと思う」 話 。同教授のメッセージは教科書を通して、毎年高校生へと運ばれている。
てようやく児童・生徒の手に教科書が渡る。　
次に教科書の検定基準
を見てみよう。高等学校の場合、教科書の内容が高等学校学習指導要領の目標に従っていること、学習指導要領の内容を取り扱っていることが基準となる。また、本文だけでなく、 問題、 資料、 作品、挿絵、写真、図などが学習指導要領と合致しるかも確認される。内容が生徒にとって難しすぎないことや、政治や宗教の扱い 公正であり 特定の政党や宗派 偏いないこと ども重要だ。他にも「内容が厳選されて る」など多くの基準がある。　
児童・生徒に教科書が
届くまで、多くの道のりがある。分かりやすく、学びやすい教科書となよう、さまざ な工夫が施されて教科書は完成するのだ。
多くの基準満たし 発行、
　
本学には小中高大で使われる教科書を作成する教授が多くいる。国内だけでな
く、海外で使われる教科書を作成するなど、教育現場に大きな貢献をしている本学。教科書はどのように作られるのか。児童や生徒のために、作成者はどのような工夫をしているのか。その舞台裏に迫る
（中島佳奈＝人文学類、原啓一郎＝
社会学類、倉沢美紀＝国際総合学類、市原ひかり＝社会工学類）
　
本学の多くの教授が、教
科書の作成に関わっている。教科書にはどのような工夫がされているのだろうか。今回は中高の英語の教科書、高校の保健体育の教科書を作成した二人 教授に、その特徴や魅力について聞いた。
教科書ができるまでの流れ
料（料金未定）の予定だ。
10月以降に登録を行った場
合は、有料となる。　
登録開始の時期
や方法などは未定だが、同専門員によると「できるだけ学生・職員に負担のかからない法をとる方針」だという。現在のところ、学生には各支援室で登録をしてもらうことを検討中だ。　
登録する情報は
▽氏名▽所属・学年▽学籍番号▽連絡先（電話番号）
▽（自転車・バイクの）使用用途▽主に利用する施設……などの予定。申請書提出に伴い、新たに制定する規程への誓約書に署名する必要もある。 一度発行したＩＣタグは卒業時まで使用できる。
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自転車・バイク登録制度
にも、課題や問題点は数多
どの日程の詳細も決まっておらず、制度の対象となる人全てが無料期間中に登録できない可能性がある。そのため、
10月以降の有料化
を疑問視する意見もある。　
放置自転車・バイクの置
き場の確保も課題の一つだ。撤去される自転車・バイクが多いことが予想されるため、現在 各エリアにある撤去場所に加え、宿舎エリアなどに 新たに５〜
10カ所を新設する必要があ
る。また、撤去されて一定期間がたった自転車・バイクの処分についても、費用がかかるため容易に行えないという。　
今後は問題の解決や制度
内容の明確化が急がれる。
ち主が特定できる仕組みだ。　
開学以来、本学関係者は
自転車問題に関する意識が高かったものの、具体的な解決策が見つからなかった。そこで
22年度の体育専
門学群のクラス代表 が自転車を登録制にする案を出した。　
23年度には同学群の全学
生に任意でステッカーを配
め、学外者への周知徹底と制度への理解を促す必要がある。　
また、ＩＣタグの有料化
には批判もある。現在、大学は９月
30日までに登録し
た自転車・バイクに関してはＩＣタグを無料で発行するとしているが、
10月１日
以降は有料とする方針。登録申請は５月下旬以降の開始とされているが、現状では学内への周知が完全といえない。 ３月の説明会は、春季休業中だったため学生もほとんど訪れず、それ以後は目立った周知活動も見られない。今後の説明会な
　
今回の制度開始に先立
ち、体育専門学群では平成
23年度より「自転車登録実
証試験」が行われている。　
これは同学群の学生と教
職員に、学群が定めたステッカーを配布し 各自の自転車にはってもらうもの。ス には４桁の番号が記載されており、持
布したが、利用学生は全体の２割程度だった。そこで
24年度の新入生には、はり
つけを義務付けた。現在全員がはりつけているかは不明だが、自転車登録が行われていた高校からの入学生が多いためか ステッカーの配布に抵抗はなかったという。　
世話人の足立和隆准教
授（体育系）によると、ス
　
本学の学生や教職員、関係業者を対象にした「自転車・バイク登録制度」が
10月１日から始まる。
　
対象者には本学がＩＣタグを配布。これを所定の位置に貼っていない場合は、本学の駐輪場に止めることは
できない。　
同制度導入の検討開始は今年１月。自転車問題 危機感を持った教員らの有志が提案、現在は主に学生生活
課が準備を進めている。学内で管理されている共有自転車も対象だ。５月下旬からの登録の受付開始を予定しているが、詳細が公表されていないこともあり、学生らの間での認知度は低い。今回の導入に至るまでにはどのような経緯があったのか。 同制度の目的を明らかにすると共に、 本学の自転車事情や、 制度の内容などに迫る。（鈴木拓也、 中島佳奈＝人文学類、 望月麗＝比較文化学類、 平嶋健人＝社会学類、 パク・ジョンヒョク＝物理学類）
　
準備を進める学生生活課
の土子昇専門員に話を聞いた。目的　
本学は、学内に少なくと
も５０００台の自転車が存在する。白線を越え、点字ブロックや通路上に駐輪さ
た、 「 （不適切な駐輪などの）現状を見て問題意識を持っていない学生はいないはず。もし感覚がまひしているなら、問題に気がついてほしい」と話 ており、学生の意識改革が最大の狙いだ。
れた自転車が多いなど、自転車問題は開学から
40年来
の懸案事項だ。今回の登録制度は全ての ・バイクをＩＣタグで管理することで、迷惑駐輪や放置自転車・バイクを無くすことを目的としている。ＩＣタグを用いた管理制度は全国初の試みだ。　
ただ、同専門員は「登録
制度は学生を罰するためのものではない。マナーを守ってもらうために実施する制度」だと指摘する。ま
く見られる。　
例えば、 来客への対応だ。
一時的に駐輪してある来客の自転車・バイクが、ＩＣタグが付いていないために撤去されるのを防ぐため使い捨て ステッカーを配布するという計画もある。　
だが、運用開始直後は、
制度導入を知らない来客多いことが予想されるた
ＩＣタグのない自転車は撤去
仕組み
登録の手順
相乗効果
目的
今回導入されるものと同型のＩＣタグ
40年来の問題解決へ
「ある程度の罰則も必要」
テッカーをはった自転車が不適切な駐輪を行う例は今まであまり見当たらないという。また、 制度開始以降、駐輪場における駐輪状況が少し改善されたという。　
ステッカーをはる学生に
は違反を犯そうという意識が無いのは当然で、ステッカーを導入しても不適切な駐輪を行う自転車を無くすことは難しかった。
　
同准教授は、 「例
えば点字ブロック上の駐輪は一般常識に反するということが分からない学生もいる。今回の導入では違反際にはある程度のペナルティを課して気づかせることも大切だ」と話した。
上＝登録制度について語る足立准教授
内容の明確化急ぐ
　
ＩＣタグに内蔵されるの
は、個別の識別番号だ。番号は専用の計測器で瞬時に判別することができ、所有
者を容易に割り出せる。ＩＣタグに内蔵される情報は識別番号だけで、学籍番号とは異なるため個人情報が漏れる心配はないという。　
計画通りに進めば、
10月
以降にＩＣタグを付けていない自転車・バイク 撤去される。 タグなしのものは、職員や専門の監視員がエリアごとに設けられた撤去場所に移動。チェーンでつないで管理する。自転車・バイクの持ち主は、ＩＣタグを登録しない限り返却してもらえない。　
またＩＣタグは付
いていても、駐輪場以外の場所に止めてあったり、長期間放置されて たりする「迷惑自転車・バイク」は、職員・監視員が計測器を用いて一斉にチェック。所有者にメールなどで即時警告を与える。何度も悪質な駐輪が続けば、所属学群長などからの注意・指導も検討している。
学内で自転車・バイク
を利用する全ての学生・職員は９月
30日までに登録を
行う必要がある。一人１枚に限り、無料でタグが発行されるが、２枚目からは有
当面は、学生のマナー
の向上が主な目標だが、将来的には防犯効果も期待される。学内の駐輪場の各所
にアンテナを設ければ、ＩＣタグが付いた自転車が盗まれた場合でも、盗まれた自転車がどこにあるのか、どのようなルート 持ち去られたかを把握することもできる。同専門員によると「学内で盗まれた自転車は、学内で見つかることが多い」といい、盗難自転車の迅速な発見につながることが期待される。　
また、学生一人ひとりの
自転車の動きをつかむことができれば今後、駐輪場を効果的に新設することもできる。来客や留学生を対象
とした自転車貸出制度でもＩＣタグを使うことが考えられる。
・遠方から検出できる
・一気に複数台を検出できる
・アンテナの設置で検出の自動化も
ＩＣタグ利用のメリット
防犯効果にも期待
10 月以降登録は有料
下＝体専で導入された登録制度のステッカー
ＩＣタグ
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雨乞いなどの風習が昔
から世界中であるように、天気を自由に操ることは、 人間の一つの夢だ。現在は「人工降雨」という技術を使って、雨をある程度、人間の意志で降らせることができる。真木太一元客員教授（九州大学名誉教授）もその研究者の一人だ。　
そもそも雨はどのよ
うにして降るのだろうか。まず、雲 中の温度が十分に低い時、氷晶という小さな氷の粒が発生する。氷晶は周りの水蒸気を吸収しながら成長す
　
留学生の後輩から原稿
の依頼が来た時、外国人なのに主に日本人学生向けの新聞に文章を書いても良い かと心配だった。しかし、留学生というカテゴリより筑波大出身先輩として、そして人生の少し先立った人とし
て、現役の筑波大生へ一言言いたく、依頼を受け入れた。　
私は国費留学生として
２００５年に自然学類に入学し、２００９年に卒業と共に同大学院 入った。そして東北地方地震の余波で慌ただしかった２０１１年春に修士学位を取得し、韓国に帰国た。現在は国立の研究機関である高等光技術研究所で研究員として 兵役の義務を果たしている。
20代の半分を占めた日本
での生活は私にとって、忘れられない思い出と、これか 進んで行きたい道への土台になったと思う。
　
最初入学してからは同
期の学生たちとは言葉の問題や文化の違いで、あまり人と付き合うこ ができなかった。サークル活動などもトライはしが、すぐ辞めてしまった。しかしそれが寂しいとか問題があると思わなかったのは 自分が興味を持つ分野の知識を自由に学べる楽しさ 大学にはあった らだ。約２年間はこういう学ぶことにはまっていた。　
大学３年生になってか
らは、友達もだんだんできたが、私はこれからの進路を探すことに熱中した。私は研究者への道を希望したので、学業を続
けると共に、早く研究活動を始めた。その結果修士論文の他に、学術論文に第一著者として論文を書くことができた。　
ここまで話をすると、
６年間勉強ばかりしていたように思うかもしれないが、決してそうではない。大学の夏休みにヨーロッパとアフリカなど
20
カ国を一人旅し、見聞を広めたし、山登りにはまり、北アルプス、南アルプスなどの山を登った。大学院生になってからは社会人同好会などに参加した。　
こういう留学生として
普通ではない経歴であるが、その当時、私にとって第一に優先 のは学問の学びであった。それは新しいことを学ぶ楽し
イ・キョンミン
る。水蒸気を吸収して重くなった氷晶は溶け始めて落下し、地上に降る。これが雨の降る仕組みだ。　
真木元客員教授は、液
体の二酸化炭素である液体炭酸を使って、氷晶を発生させる方法を研究している。まず、約マイナス
90度の液体炭酸を、飛
行機で雲の内部の下の方にまく。するとすぐに気体になり、周り 空気を冷やす。これによ 雲の内部の水蒸気が凍って氷晶が発生する。発生した氷晶は雲の内部
の上乗気流に乗りながら、周りの水蒸気を吸収し、成長。こうして雨が自然に降るしくみを人工的に作ることができる。　
同元客員教授は３月
14
日に東京都の三宅島と御蔵島で、液体炭酸を使った人工降雨の実験を行った。その結果、約２時間で１００万㌧以上の雨が降った。実験は２回連続で成功しており、有効性が実証され ヨウ化銀など他の物質を使った人工降雨の技術もあるが、液体炭酸を使うと、低コストで多くの雨を降らせ
ることができるという利点がある。　
雲の内部の水蒸気を氷
晶にして雨を降らせるため、雲がなければ人工的に雨を降らせることはできないが 人工降 の技術は砂漠の緑化や農業などの分野に応用ができ
る。 一方、人工的に雨を降らせると、自然に降
るはずの雨が降らなくなる可能性があるため、他の地域の砂漠化を引き起こす恐れがあるという意見もある。真木元客員教授は「液体炭酸をまく方法が有効で ことは明らかだが、まだ実験データが足りない。十分に実
験を行って効率を高めて行きたい」と語る。　
人工降雨の技術には費
用や効率などの問題があり、商用化されてはいない。しかしながらこれか
２時間で１００万㌧の降雨
人工降雨
ら研究が進めば、天気を自由に操るという人間の夢に、一歩近づけるかもしれない。
（パク・ジョ
ンヒョク＝物理学類３年）
韓国高等光技術研究所
　
自転車・バイク登録制度
や本学の自転車環境などについて、学生約
20人に話を
聞いた。　
同制度に関して、新入生
は入学式での配布資料やオリエンテーション、フレッシュマン・セミナーなどで説明があったため、同制度の導入をほとんどが知っている。だが、学群２―４年生では導入を知らなかったという学生が多かった。また、導入を知っていても、詳細は分からないと う学生が大多数を占めた　
このような状況の中で
も、自転車盗難に役立つことへの期待などからＩＣタ
さもあったが、人生の中で広い分野の知識を学べる機会は大学時代にしかないと思ったからだ。人は自分の持っている知識の範囲内で考えて判断する。だから何より 見聞を持つことが重要だし、その見聞を広める良い機会がこの大学時代にあると思う。当時友達の中で就活に夢中になり、学業を軽視する人がいたが、得るものより失うものが多いと思う。サークル活動なども一生懸命するが、それに負けず熱心を尽くしていろんな分野への知識を身に着けようとする態度を持ってほしい。
（平成
20年度物理学
類卒・原文も日本語）
さん
「天気を操 」夢に近づく
グ導入に肯定的な意見が目立った。一方、金銭面の負担が気がかりだという意見や、登録開始日時など詳細が決まっていないことを非難する意見もあ　
また、学生自身の駐輪マ
ナーの順守状況に関しては、 「守っている 守ろうとしている」という学生多かった。一方で、 「授業時間に間に合わせる」 ため「駐輪場に空きがなく止める場所が分 らない」とマナー違反と分かりつつも駐輪禁止の に止めてしまうという学生もいた。　
学内の自転車環境につい
ては、▽放置自転車が多く、駐輪・通行の妨げになっている▽自転車が多過ぎる▽駐輪場が少な過ぎる上、どこが駐輪可能なのか分からない 道が悪く道幅
も狭い……など非難の声が多い。だが、学生がマナーをもっと守るべきだなど、学生側の問題を指摘する意見もあった。設備面側のマナー双方とも、 「悪い」という認識が共通しており、自転車環境に学生が問題意識を持っているこが分かる。
いろいろな分野 知識を
　
モノトーンの幼虫時代と
は一転して、成虫の姿は新緑の喜びに満ち満ちているかのような豪華けんらんぶりである。全身が黒っぽい
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もの、赤い帯が紫色を帯びているものもおり、彼らの個性を垣間見られる 、死ぬと皆色あせてしまう。この新聞が発行されるころには、彼らも現れるはず。大学構内にもいるので、ぜひ探してみよう。
（写真・文＝
武藤将道、生物３年、野生動物研究会）
撮影地＝筑波実験植物園
　
開学以来本学を悩ませ
てきた自転車問題に、一つの区切りが付く。 「自転車の海」にＩＣタグを持ち込むことは、全国の
大学でも始めての試みだ。　
だが、学
生らは今回の「自転車・バイク登録制度」の詳細を知るのだろうか。新入生には入学時に説明されていが、学内で群２―４年生
10人に聞いた
ところ、一人しか同制度の導入を知らな
かった。制度の詳細を知らない学生が多いのは間違いない。　
無料でタグが交付され
るのは９月
30日までで、
その後 有料に る。このままでは、有料でＩＣタグを受け取る学生が多く出てし う恐れがある。　
登録受付は５月中には
始まるという。今後は、
10月１日の制度開始まで
に、学生への周知徹底が必要だ。例えば学群・学類と協力し、説明会を可能な限り開催したらどうだろうか。３月に説明会を行ったが、春季休業中ということもあ 、参加者は少なか という。　
だが、同制度が適切に
導入されれば、 本学の 「自転車問題」への解決に向けた大きな前進 なるのは間違いない。今、政府
が危険運転を繰り返す自転車の乗り手に対して、安全講習を義務付けるなど、厳しい方針で臨む意向を表明して る。 「自転車は野放しではない」という意識が社会で浸透しつつあるのだ。同制度の導入をきっかけに、その意識が本学でも浸透すれば、それは大 な成果
　
大学への自転車環境改善
のための要望として「学内の駐輪場マップを作る」というも や、 「放置自転車の撤去を進める」 、 「不適切な駐輪へ 対策を取る」など実際 対処 求 意見もある。また、 「道幅 広げるな の整備が必要だ」 、「駐輪場を増やすべきだ」 、「歩車分離を徹底する」などの設備面に対する意見も出た。
開始までに十分な周知を
「仕方なくマナー違反」の声も
人工降雨の仕組み
だ。　
ＩＣタグを使った自転
車・バイク登録制度の本格的導入は、日本で初めての試みで、成功すれば大きな成果が得られる。だがその 功の鍵 学生の理解が得られるかどうかにかかっ いる。
（望
月麗＝比較文化学類２年）
自転車の迷惑駐輪が後を絶たない３Ａ棟前
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小美玉フットボールアカデミー
未来の
森岡名誉教授が校長
来年の世界選手権に焦点
大学教育の変革を
体罰問題について話す尾縣教授
アジア柔道選手権大会
遠藤が小内刈で優勝
　
女子柔道ナショナルチームでの体罰問題を機に、暴力を廃し、科学に立脚した
スポーツ指導の在り方を探ろうと、文部科学省は４月「スポーツ指導者の資質向上のための有識者会議」を発足させた。会議は大学教員や専門家などの委員６人で構成。６月下旬に報告書をまとめる。委員の一人・尾
おがた
縣貢
みつぎ
教授（体育系）に
議論の行方や、指導者 資質向上の方策などを聞いた。体罰問題を機に、スポーツ界は「意識変革」が求められている。
（中島佳奈＝人文学類３年）
　
全日本選抜柔道体重別選
手権大会が５月
11―
12日に
福岡国際センター（福岡市博多区）で開催された。　
本学からは４人が出場
し、
73㌔級で西山雄希（体
専４年）が準優勝、
90㌔級
で近藤拓也（同４年 、
48
㌔級で遠藤宏美（同３年）がそれぞれ３位に入賞した。またＯＧの緒方亜香里（平成
24年度体育専門学群
卒・了徳寺学園）も
78㌔級
で準優勝を果たした。同大会は今夏のリオデジャネイ
ロ世界選手権の代表選考を兼ねており、選手たちが代表枠を争った。　
西山は１回戦、大東匡彦
（旭化成）を相手に小外刈で有効を取り、優勢勝ち準決勝でも大野将平（天理大）が指導を受けたため、優勢勝ちを収めた。決勝ではロンドン五輪代表の中矢力（ＡＬＳＯＫ）と対戦。西山は試合運びに苦戦し、残り１分半のところで袈
けさ
裟
固めで抑えられると、逃げ切れずに一本を取られた。　
近藤は１回戦で西山将士
（新日鉄住金）を相手に小
外刈を掛け、技ありを取って優勢勝ち。だが続く準決勝では、 吉田優也（旭化成）に開始１分で体落しを掛けられ、一本負けした　
遠藤は１回戦、得意の背
負い投げで有効を取り、準決勝へ駒を進める。準決勝では浅見八瑠奈（コマツ）と対戦。両者に指導が つずつ与えられた状態で残り
17秒となるが、浅見の大外
刈が奇麗に決まり、一本取られた。　
緒方は、 一回戦は大内刈、
準決勝は内股で一本を勝ち取り、順調に勝ち上がっ
た。だが決勝戦では佐藤瑠香（コマツ）に押され、残り
30秒に横四方固めで抑え
られて、一本を取られた。　
増地克之監督（体育系・
准教授）は「結果は選手によってさまざまだっ が、特に遠藤と西山 次につな　
アジア柔道選手権大会が
４月
19―
20日にタイのバン
コクで開催され、
48㌔級で
遠藤宏美（体専３年）が優勝、１００㌔級でシャー・フセインシャー 同２年）が３位に輝いた。
　
首都大学野球春季リーグ
戦が、４月
13日から平塚球
場（神奈川県平塚市）などで行われている。 「守りの野球」 をスローガンに掲げ、山田和也（体専４年）や松浦昌平（同４年）ら昨年の
　
同教授によると会議で
は「指導現場にはいまだに、 体罰を『指導の道具』
と誤解している指導者が存在す 」との指摘があった。「暴力を振るうと（恐怖感から）選手が集中できる」という考えだが、同教授は「科学的な指導や論理的な説明だけで、十分効果的な指導ができる」と主張。暴力による指導を強く否定した。　
この上で同
教授は指導者には、選手と
のコミュニケーション能力の他、組織のマネジメント能力を磨く必要がある、と指摘。ケーション については「指導者が選手にうまく説明できない場合、 （もどかしくなった指導者が）暴力に走る可能性がある」とその重要性を話した。　
また同教授は、 「スポー
ツ界は、実力のある人間が意見を言いやすい」と言及。スポーツ界には、指導者や先輩の意見が間違っていても自由に批判できない傾向がある一方、外部に対し 閉鎖的なため第三者のチェックも働かず これらを元に「いじめ」 「体罰」が起こる場合がある、とした。　
これらを是正するため
に同教授は、スポーツ界には①選手同士や、選手と監督が自由に意見を言い合える雰囲気作り②外部に対して開かれた組織運営の実施……などが必
　
女子中学生を対象とした
サッカー選手育成スクール「小美玉フットボールアカデミー」が４月７日、茨城県小美玉市に開校した。県内外から集まった１期生
13
人は、寮の隣にある中学校に通いながら同アカデミー
順調に勝ち点重ねる
山田・宮谷が好投
首都大学野球春季リーグ
　
遠藤は準決勝でモンゴル
のムンバットと対戦。得意の背負い投げで一本勝ちを収めた。続く決勝戦では韓国のキムソルミと対戦し、小内刈で有効を取り、優勝した。 がる積極的な柔道ができた」と話し、 「今夏のリオデジャネイロ世界選手権に本学の選手はおそらく選出されないが、今後は来年のロシア・モスクワでの選手権に向けて、練習に取り組む」と抱負を語った。
でトレーニングを積み、未来の「なでしこジャパン」を目指す。　
同アカデミーは、女子中
学生を対象としたクラブチームが全国的に少ないことを受け、女子中学生がサッカーに集中できる環境を整える目的で設立された。同様の育成組織には、福島県と大阪府のＪＦＡ（日本サッカー協会）アカデミーがあるが、民間の織としては全国で初めてだという。　
また、本学の森岡理
りう
右名
誉教授が校長を務め、谷川聡准教授（体育系）が走り方の指導を行うなど、本学関係者も選手育成に関わっている。　
サッカーの技術指導だけ
でなく、生活面のサポートにも重点を置いているとい
う同アカデミー。スクールマスターの松下潤さん（平
成
14年度体育専門学群卒）
は「 （寮制ではない）他のクラブチームでは、指導者は練習中にしか選手と関わることができないが、 （同アカデミー ）食事や掃除など日々の生活まで指導を徹底できる」 とアピール。また、 「全国大会に出場して勝ち上がることよりも、個人の力 伸ばすことを意識している」として、 「個の育成」も目標に掲げている。　
茨城県笠間市出身の志村
悠さんは「あこがれ 選手は（男子サッカーの）宮市亮選手。まず 、チームメイトの個性をよく理解し、互いに高め合って、成長ていきたい」と目を輝かせた。
リーグ戦経験者を中心に優勝を目指す本学。５月
14日
現在、６勝３敗の勝ち点３で第５週 終えた。　
開幕試合の城西大戦で
は、先発の山田が初回に四球と２本の安打で失点。６回も暴投で１点を失うなどミスが目立ち、打線も得点
城西大との開幕試合で力投する山田
赤崎が鹿島に加入
　
蹴球部に所属する赤崎秀
平（体専４年）の、 Ｊ１チーム「鹿島アントラーズ」への来季加入内定が４月
12日
に発表された。また、
17日
には日本サッカー協会から特別指定選手として承認され、同部 所属したままＪリーグの公式戦への出場が可能となった。鹿島が特別
本学で指導を受けるアカデミーの選手たち
指定選手を受け入れるのは初のケース。　
赤崎は昨年、関東大学
サッカー１部リーグの
21試
合で
17ゴールを決め、自身
２度目の得点王を獲得。その得点力の高さが評価され、複数のＪ１チームからオファーを受けていた。　
今後は、大学リーグ戦の
合間に鹿島 練習に参加する予定。
「自由に意見言える雰囲気に」
要、と指摘した。　
一方、同教授によると
会議では「大学教育がスポーツ指導者の育成に大きな影響力を持っている」という意見も出た。例えば本学の体育専門学群では「指導者倫理」を学び、体罰の問題点なども議論しており、これは学生の意識形成に大きな影響を与える。同教授は「全国の大学での指導者教育カリキュラムを見直す必要がある」と話す一方で、一般の人が指導するケースが多いスポーツ少年団などでは、 「指導者が容易に指導法などを受講でき システムが必要」とも述べた。　
今後、会議の委員は実
際に教育機関 の指導の実情を見るなどの視察も行い、 報告書を作成する。　
同教授は「問題が起き
た直後の今 スポーツ界を変えないと時期 失ってしまう」と変革の必要性を語っ 。
を挙げられずに０―２で敗戦した。２回戦では、川村卓監督（体育系・准教授）が山田と並ぶ２枚看板と期待を寄せる宮谷陽介（同４年）が好投を見せ ４には、板崎直人（同２年）の犠飛で先制。宮谷は８回に失点するも、打線はその裏で追加点を挙げ、２―１で勝利した。３回戦では田が完封し、 ４―０で快勝。勝ち点１を挙げ　
続く帝京大戦の１回戦で
は、２回に國井伸二朗（同２年）の本塁打で先制３回にも２点を追加する。先発の山田 すき 見せず、２試合連続で完封し、３―０で勝利。２回戦も宮谷が粘りの投球で、接戦を制した。　
ここまで４連勝で迎えた
東海大戦の１回戦。初回に４点を奪うが、山田が踏ん張りきれず、５失点で降板する。その後、延長
10回に
４点を奪われ、５―９で敗
れた。２回戦では初回から５点を奪われるなど相手に押される展開となった。５回には國井や松浦の安打で３点を返すも、東海大の中継ぎを打ち崩せず、３―６で敗戦。勝ち点を逃した。　
次の大東大戦の１回戦で
は、両チーム無得点で迎えた５回に試合が動いた。荒川裕馬（同４年）の右中間への三塁打で先制。打線の援護に宮谷も奮闘し、４―
０で完封勝利した。続く２回戦では、４回に山田が３点を失うが、その後木部拓実（同１年）や宮谷らの中継ぎ陣が相手打線を０点封じ込めた。同点 迎えた９回、松浦が適時二塁打放つと、４―３で勝利。勝ち点を得た。　
次節は日本体育大と対戦
する。今季リーグ戦は５月
27日まで続く予定。
スポーツ体罰問題
「なでしこ」目指す
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自分を育てたスポーツに恩返し
の
つくばスポーツ大賞２０１２
強豪を破る活躍が評価
　
エクササイズとして認
知されているエアロビクス。だが、 その“競技版”であるエアロビックの存在は意外と知られていない。その日本での第一人者が諏訪部和也（体科１年）だ。２００９年か全日本選手権で３連覇し、引退後は指導者としてエアロビックに関わっている。　
エアロビックは観客の
前で、軽快な音楽に合わせてステップを踏みながら、開脚やジャンプ、回転をする。柔軟性やバランス感覚 リズム感だけでなく、瞬発力や持久力も求められる。だが、日本ではスポーツとして認知度が低く、練習環境や選手への援助体制も乏しい。　
バレエを習っていた
男子
 ６連勝もその後苦戦
春季関東大学リーグ
女子
 流れつかめず
相手を振り切りトライを狙う山沢
が、小学５年生の時にヒップホップダンスに興味を持ち 習い始めた。ヒップホ を教えるダンススタジオではエアロビックも教えていた。 「バレエは芸術の要素が強く、人と競うことが少ない。だから勝敗を競うエアロビックは魅力的だった」 。演技者が観客を巻き込み、一体となる世界大会のビデオを見て、 「自分も演技者として経験したい」と強く思った。　
だが、まだ一般への普
及が進んでいない競技では苦労も尽きなかった。指導者が少なく中学高校時代に 、指導を受けるため地元長野県から横浜のスタジオまで通った。また日本にはエアロビックで使う特殊な床が常時設置されている場所が皆無。 「細かい動きの感覚がつかめず、大会でも不安だった」 。　
厳しい環境の中での支
えは「観客と一体となる演技がしたい」 いう“初志”だった。そして
09年には日本選手権で優
勝。日本代表になり、責任感も生まれた。 「 （代表になったからには）自分の練習は自分だけではなく、日本全体に関わるもの」と話すが、日本のエアロビック界で 選手を援助・補助する制度
整っていないため、厳しい練習環境は変わらなかった。　
大学院
進学後は専門の「運動生理生化学」の研究に専念することも考えたが、自
身の演技に納得できず、練習環境の整っているフランスへ留学を決意。言葉の違いや現地のコーチとの関係に悩みつつも「徐々に観客と一体になる感覚が分かるようになった」 。　
留学後、目標として
いた演技に近づけた
いう自負と研究に専念したいという思いから、引退宣言をして臨んだスズキワールドカップ２０１２。 だが当日の朝、ペア競技のパートナーが体調不良で倒れ、病院に運ばれてしまう。結果はシングル８位・ペア６位。 「失敗を恐れずにでき、とても気持ち良かった」と話す。　
現在は大学教員を目指
し、研究中心の生活を送る傍らで、霞ヶ浦総合公園（茨城県土浦市）などで子供たちにエアロビック指導を行う。 （写真＝子供と柔軟体操を行う）「エアロビックは（自分を）育ててくれたスポーツ。恩返しをしたい」 。　「エアロビックはまだ競技スポーツと の認知度は低い 競技者とての立場と研究者の立場を併せ持つ僕だからできる切り口からエアロビックの普及に貢献したい」 。観客だけでなく、エアロビック界全体を巻き込み、一体となって盛り上げる日も近い。
（中島佳
奈＝人文学類３年）
諏訪部和也
エアロビック界の未来を担う
ラ
グ
ビ
ー
（体科１年）
　
第
14回東日本大学セブン
ズ選手権大会が４月
21日に
秩父宮ラグビー場（東京都港区）で行われ、本学が優勝。２連覇を果たした。　
１回戦で早くも昨年の大
学選手権覇者・帝京大と対戦したが、
36―０で完封勝
利を収める。２回戦でも立 期待の新星
  山沢も活躍
関東大学春季大会明治大に快勝
　
春季関東大学リーグ戦が
４月
13日から５月
19日にか
けて早稲田大学戸山キャンパス記念会堂（東京都新宿区）などで開催された。５月
12日時点で、男子は６勝
３敗で５位、女子は３勝４敗で６位という順位になった。　
男子は、１回戦で法政大
と対戦。第１セットを
25─
20で勝ち取るも その後は
シーソーゲームが続き、第５セットまで突入した。互
いに譲らない展開が続いたが、終盤の連続得点が決め手となって、３─２で勝利した。その後２回戦目の相手、東京学芸大を３─０で下すと、勢いに乗った本学は６連勝。　
しかし７日目に迎えた順
天堂大戦では、果敢に攻撃するも相手のブロックに阻まれ、苦戦を強いられる。第１セットを先取するも第２～４セットを次々と奪われ、１─３で敗北。続く慶應義塾大戦、早稲田大戦でも相手の勢いに押され、
それぞれ１─３、 ０─３で敗れた。　
女子は、１回戦で東京女
子体育大と対戦。第１セットを
21─
25で落とすと、続
く第２、 ３セットも奪われ、０─３でストレート負け。その後２、 ３回戦目も相手のペースで試合が進み、黒星が続く。　
流れを変えたのが、４回
戦目の早稲田大戦。第１セットを
25─
23と僅差で勝
ち取ると、第２セットを落とすも、第３、 ４ トを共に
25─
20で連取。３─１
で快勝した。 続く松蔭大戦、宇都宮大戦でもそれぞれ３─２、 ３─１ 勝利を収めた。　
しかし７回戦目では、相
手の青山学院大が第１、 ２セットを連取。本学が第３セットを奪うものの、第４セットを落とし、１─３で敗れた。
諸貫が２位の好成績第
89回日本選手権水泳競技大会
日本代表にも選出される　第
89回日本選手権水泳競
技大会が
4月
11─
14日に、
ダイエープロビスフェニックスプール （新潟県長岡市）で行われた。　
男子の部では、坂野栄
信（体専４年）が
50㍍平泳
ぎで、２位と０・０２秒差で１位になった。また、金子雅紀（同４年）が
50㍍背
泳ぎで１位に ００㍍背泳ぎで６位に入賞。女子の部では諸貫瑛美 ３年） が
50㍍背泳ぎで２位に、
１００㍍背泳ぎでは５なった。また、小林明日香
（同３年）が１００㍍平泳ぎで１位に、２００㍍平泳ぎで４位に入賞するなど、本学勢の活躍が目立った。　
今回の大会で諸貫は、７
月に行われるユニバーシアード夏季大会 日本代表に選出された。諸貫は「予選、 決勝でベストを更新し、確実に力がついていると実感できた。５月
24─
26日の
ジャパンオープンでは、ユニバーシアード つながるように自己ベスト更新を目指したい」と語った。
　
第２回関東 学春季大会
が４月
28日に開幕し、本学
ラグビー場で行われた初戦の明治大戦では、本学が
45
―０で圧勝した。　
開始直後から積極的に攻
め込んだ本学は、 前半６分、村川浩喜（体専４年）が先制トライを奪う。その後も
23分、
32分にそれぞれトラ
イを決め、相手に攻撃 すきを与えないまま前半を
21
―０で折り返す。　
後半７分、見事なパスプ
レーの末、高橋謙介（同４年）が走り込みトライ。
10
分にもトライを決めたが、その後は攻められる場面多くなる。しかし、ライン前まで押されて 焦らずボールを奪い続け、今試合で合計７トライを決めた。　
副将の下釜優次 （同４年）
は、 「相手を０点に抑えることができて良かった」と振り返った。古川拓生監督
本学生が中心で運営第３回筑波大学国際テニストーナメント
正大を相手に
45―５と大差
を付けて勝利した。続く準決勝では流通経済大と対戦。これまで圧倒的な強さで勝ち上がった本学だが、相手のマークと力強い攻撃に苦戦した しかし最後は本学が粘り、
10―７で勝利。
決勝へ駒を進め　
決勝戦の相手は明治大。
強豪相手に圧倒し、前半を
35―０と大幅にリードして
折り返す。後半も勢いは止まらず、２トライを許すも
54―
14で試合終了。２大会
連続の優勝を決めた。　
今大会で鮮烈なデビュー
を飾ったのは山沢拓也（体専１年） 。１年生ながら活躍し注目を集めた山沢は「筑波大のメンバーとして初めての試合で緊張しが、楽しくできた。これから練習を重ねてい い」と話した。また、今大会で主将を務めた片桐康
やすのり
策
（同４年）は「試合を重ねるごとに成長 、楽しみながら戦えたこ が勝因」とし、 「ここから勢いをつけ、大学日本一を目指して勝ちにこだわりたい」 抱負を語った。　
古川拓生監督（体育系・
講師）は、 「上級生の成長、新入生の可能性が見られ大会だった。今年は昨年までの良き伝統を受け継ぎつつ、新たな挑戦をして日本一を目指したい」 と話した。
（体育系・講師）は「試合運びが良かった。これからも１戦１戦成長し続け、昨年の結果を越えたい」と意気込みを語った。　
５月
12日には第２戦とな
る帝京大戦が帝京大グラウ
ンド（東京都日野市）で行われ、本学は
17―
48で敗れ
た。　
本学は前半３分に先制ト
ライを許すも ７分には山本浩輝（体専３年）がこぼれ球を拾って約
50㍍独走の
後、トライを返す。しかしその後は相手の強力な攻撃を前に歯が立たなかった。大学選手権王者の底力を見せつけられ、今後の課題も見つかった。
（
12面に関連
写真）
　
第３回筑波大学国際テニ
ストーナメントが、３月
30
日から４月７日にかけて体芸テニ コートで開催され、国内外から
64人が出場
した。　
同トーナメントは本学の
国際テニス大会実行委員会が主催したもので、運営の主体は本学生。また、試合の審判も本学のテニス部の学生が担当した。　
これに先駆けて、３月
23
日には同トーナメント 出場選手を決定するためのワイルドカード大会 、洞峰公園テニスコート（つくば市二の宮）で行われた。数字が書かれた的に向けてボールを打ち、点数を競うターゲットテニスなどの種
目が行われた他、杉村太蔵元衆議院議員（体育専門学群出身） ダブルスの試合に出場した。
　
委員会の学生側代表、廣
田真也さん（体専４年）は「運営や広報などで課題が残る部分もあったが、地域の人たちと関わりつつ運営ができたのは、貴重な経験だった」と語った。
　
昨年にスポーツの分野で
活躍したつくば市内の団体
や個人を表彰する「つくばスポーツ大賞２０１２」 （主催＝Ｖｉｓｉｏｎネットワーク）の表彰式が４月７日、 ララガーデンつくば （つくば市小野崎 で開かれ、本学ラグビ 部が大賞を受賞した。　
同部は昨年秋以降に行わ
れた関東大 対抗戦で、強豪校の帝京大と早稲田大、慶應義塾大を撃破し、創部以来初となる対抗戦優勝を果たした。また、対抗戦で上位の大学が出場できる学選手権では、国立大で初
めて決勝進出を果たした。決勝の相手は史上初の４連覇を目指す帝京大。本学は健闘するも敗れ準優勝に終わったが、例年私立大が位を占める大学ラグビーに風穴を開け 、その活躍が評価された。　
内田啓介主将（体専４
年）は「 （大学選手権では）日本一に届かず満足はしていないが、 （活躍を）評価してもらえたことはう しい。昨年の経験を生 して今年こそは日本一になりたい」 と今後の抱負を語った。
ラグビー部がグランプリに
・
こういった日本とアメリカの文化や考え方の違いについて興味を持つようになりました。　
多くの国民が異なる文
化を背景 、多様な考え
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昨年の８月から、カリ
フォルニア州立大学群の一つ、サンフランシスコ州立大学に交換留学しています。　
僕は今まで典型的な日
本文化の中で育ってきました。日本にいたころは基本的に空気を読み、相手を不快にさせることは言わず、自分の考え 強く主張することは少な
方だったと思います。このため、留学生活の前半は、あまり社交的になることができず 勉強中心の生活を送っていました。　
しかし、アメリカ人の
友達はそういった僕の性格を指摘した上で、 「アメリカでは積極的に自分を主張しないと誰も助けてくれない。自分が思っていることを隠さずに言った方が良い。自分を主張すれば皆が受け入れてくれる」と、日本人にはなかなか無い鋭い口調で単刀直入に教えてくれました。このアドバイスのおかげで、僕は勉強だけではなく充実した生活を送っています 最近
?
方を持っていることが、アメリカを世界で一番経済力のある国にしたのだと私は思います。アメリカではそれぞれの個人が独自の考えを持ち、その考えに基づいて１００％の実力を発揮しようとします。一人ひとり異なる
国民の考え方がオブラートに包まれることなく融合したからこそ、アメリカは世界で一番影響力のある国になれたのだと思います。　
日本は清潔で気配りの
行き届 た、僕 とってとても住みやすい国です。その反面、 「和をもて尊し なす」という日本的な考え方を持ち合わせない人にとっては、少し住みづらい国かもしれません。 出国するまでは、僕はアメリカよりも日本が好きで た しかし今ではアメリカと日本の両国のそれぞれの良さが分かってきて、どちらの国も大好きになりました。皆さんもチャンスがあれば一度異文化に触れてみてはいかがでしょうか。（国際総合学類４年）
佐々木誠（アメリカ）
それぞれの国 良さを知る
ニューヨークで友人と（左が佐々木さん）
　
福島県からつくば市に避
難している人たちとかるた
かるた作りで親睦深める
作りなどを通して交流するイベント「みんなで作ろ
う！つく×しま春カルタ」が４月
20日、研究学園駅前
公園内の「 ばスタイル館」 （つくば市葛城根崎）で行われた。　
震災の影響で福島県から
つくば市に避難している人は約５００人いるが、つくば市民と交流する機会 少ないのが現状。そこで、市民と避難民が親睦を深め場を設けようと、本学 震災の被災者支援などを行う団体「Ｔｓｕｋｕｂａ
　
ｆ
ｏｒ
　
３・
11」が同イベン
トを主催した。　
今年度は、かるた作りの
イベン が計４回行われる予定で、今回はかる の内容を決め、次回はかるた読み札を作り ３、 ４回目は取り 作りなどをする。
共にかるたの案を出す本学生と参加者
　
はじめに、福島県とつく
ば市それぞれの季節の風物詩をテーマとし 、かるたの内容について参加者が意見を出し合った。 「春は山菜、たけのこ」 「夏は阿武隈（山地）の新緑、 『野馬追』 馬を放して捕まえる祭り） 」 「秋は鮭の川上り」「冬はだるま市」……。福島県の四季折々の風景を想像させるような言葉が、会場のあちこちから聞こえた。　
かるたの案を一通り出し
終えたところで、参加者全員で昼食の準備に取り掛かった。おにぎりやお吸い物が出来上がる 、テーブルを囲んで会食。和やかな雰囲気の中、参加者同士の会話も弾んだ。　
イベントの最後には、本
学の長谷川聖
きよなお
修教授（体
育系）が考案したという
　
第６回筑波学生文芸賞の作品募集が、４月１日から
６月
30日（日）まで行われている。募集しているのは
４００字詰め原稿用紙換算で
20枚以内のベリーショー
ト部門と、
21―
80枚の一般部門。ベリーショート部門
ではベリーショート賞１―３作品、一般部門では大賞１作品と佳作２作品程度が選ばれる。　
また同期間中には第２回フォトコンテストの写真も
募集している。テーマは「日常×“穴” 」 、大賞に選ばれた写真は第６号冊子の表紙に使用される。　
応募・問い合わせ＝
tb
aw
ard
@
g
m
ail.co
m
　
詳細＝
h
ttp
://tb
aw
ard
.co
m
/
　　　 　　　
（主催＝筑波学生文芸賞運営委員会）
　
地域の子供たちに最先端
の科学を紹介するイベント「キッズ・ユニバーシティ」が４月
20日、総合研究棟Ａ
などで行われた。多くの親子連れ 本学を訪れ、科学の世界に目を輝かせ　
参加者に本学の講義を分
かりやすく行う特別授業「どうなる？どうする！地球温暖化」では、山中勤准教授（生環系）が地球温暖化について解説。 「１００年間で地 の温度は何度上がったか」 「地球温暖化の原因は何 と ったクイズを交えながら授業が進められた。　
総合研究棟Ａ
１０７、 １０８で行われたのは、実験など 行う企画の一つ「生物ひろば」 。会
場にはヒトデやカニの入った水槽が設置され、参加者
最先端の科学を紹介
キッズ・ユニバーシティ
サンフランシスコ州立大学
「なかよし体操」を実践。互いに肩をたたき合ったり、 ハイタッチをしたりと、参加者らは笑顔で体 動かした。　
福島県双葉町から避難し
ている古山美奈子さんは「 （かるたの内容について）話し合うことで、地元のことをありありと思い出すことができ、懐かしい気持ちになった。とても楽しい時間を過ごせた」と感想を話した。　
イベント責任者の加藤早
織さん（生資２年）は「 （避難生活を送る人たちに って）福島のことを思い出すのはつらいかも れないと心配し いたが、楽しんでくれて良かった。今後もより多くの人に （イベントに）参加してほしい」 と語った。
は生き物を眺めたり、触ったりして歓声を上げた。土浦市から訪れた女性は「子供が生き物と触 合えて、良い機会だった」 と語った。　
実験コーナーでは、ゴボ
ウやジャガイモなどの野菜
にヨウ素液を塗り、変色する様子を観察。子供たちは白衣を着て、科学者気分を味わった。つくば市の小学６年生の女子は「大学生が教えてくれて、実験が楽しくできた」と語った。　
総合研究棟Ａ１１１で
は「面白不思議科学実験工作隊」という企画が行われ、小林正美准 授（数物系）が多くの実験器具や学のおもちゃを紹介。静電気発生装置や液化窒素など研究の現場で使われるものから、竹とんぼなど身近なものまで並べられ、参加者は自由に見たり触れたりした。　
小林准教授は「子供たち
は興味津々の様子だっ 。扱い方の難しい実験器具を用意するのも良いが、簡単なおもちゃも用意することで、科学をより楽しんでもらえたと思う」と話した。（
12面に関連写真）
クイズや実験で楽しく学ぶ
第６回筑波学生文芸賞
ドイツデー
　
筑波大学ドイツデーが５月
29日 （水） に開催される。
　
当日は
12時
30分から１Ｃ棟３１０でヴィム・ヴェン
ダース監督のドイツ映画「ベルリンの天使の歌」を上映。また、
15時から１Ｄ棟２０４で「大学の国際交流
とドイツ体験」 、 「ドイツでの留学」をテーマとした講演会が行われる。
18時からはスープファクトリーで
パーティーを開催 パーティーの参加費は 生５００円、教員３０００円。　
問い合わせ＝内線４１７１（武井隆道教授＝人社
系） 、内線２４２９（マリア・ガブリエラ・シュミット准教授＝外国語センター）アメリカ型福祉 家の形成─１９３５年社会保障法とニューディール─????
???????
佐藤千登勢
　
著
　
１９３５年、大恐慌で失業者が
あふれるアメリカで、社会保障法が成立した。伝統的に自助や個人主義が重んじられてきたアメリカ
で、なぜこの時期に社会保障制度が誕生したのだろうか。またそれは、どのような保障を国民に与えたのだろうか。本書は、フランクリン・Ｄ・ローズヴェルト大統領が行っ ニューディール政策の一環として制定された社会保障法を様々な角度から検討し、アメリカ型の福祉国家の起源を明らかにする。執筆者は本学人
文社会系准教授。Ａ５判並製、約２５０頁。６月中旬刊行予定。３２００円＋税。
生き物と触れ合う子供
　
本学の元外国語センター
長である島岡丘
たかし
名誉教授
が監修した参考書、 「日本語で覚えるネイティブの英語発音」が、３月に刊行された。　
この参考書には同名誉教
授が開発した「島岡式カタカナ表記（ＳＫＴ） 」が使
独自の表記を記載
３週間で奇麗な発音に
日本語で覚えるネイティブの英語発音
われている。これは、英語の発音をカタカナで表記したもので、カタカナをそのまま読めば、自然な英語が発音できるというもの。例えば「Ｃａｎａｄａ」という単語には「ケアナダ」というカタカナが書かれている。発音の強弱 カタカの文字の太さや大きさで区別されており、アクセントもマスターできる。１日あ
たり６～８個の単語を３週間練習するだけ 母音と子音全ての発音や、簡 な日常会話の発音が分かるようになる。　
同名誉教授は「この参考
書を使えば誰でも自然な音がマスターできる。どんなに英語が苦手な人 も、自信を持って英語を話せように ってほしい」と語った。
島岡名誉教授が監修した本
　「ありえない！」 。彼らのショーを見れば誰しもそう口にしてしまうだろう。目を輝かせてショーに見入る観客。その視線の先にいるのはマジシャンズクラブだ。　マジシャンズクラブで
は、トランプやスカーフを使った手軽なものからステッキや鉄のリングを
使う派手なものまで、さまざまな種類のマジックを練習している。各部員は映像資料や本、雑誌を参考にマジック 研究し、先輩が後輩にテクニ クを伝授する。 また、
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マジシャンズクラブ
プロのマジシャンから直接指導を受けることもある。　
休日には「巡業」とし
て地域のイベントや幼稚園などでマジックを披露している。 「お客さんから拍手をもらう時が一番うれしい」 。マジックの
やりがいは観客の反応、特にその驚いた表情だ。　
一番準備に手間がかか
るのが舞台に上がって大掛かりなマジックを披露する 「ステージマジック」だ。どのマジックも習得には時間と労力が必要だが、ステージマジックで
は照明や音響、衣装や小道具の準備にも手間が掛かる。例えば、巨大な和傘や扇を空中から次々と出現させ マジック。和傘や扇を調達し、演出で使う紙吹雪を製作し、雰囲気に合った衣装や音楽を用意するなどの作業を、基本的 全て一人で行う。一つのマジックの準備には長い場合３、 ４カ月も掛かるという。 「部員になれば、音楽の編集技術から（衣装の）裁縫技術までいろんな技術が身に付きますよ」と会長の山崎雄貴さん（日日３年）は笑うが、それだけ自分のマジックに対 る部員のこだわりは強い。１演目は５分程度だが〝一瞬のサプライズ〟を実現するため、マジシャンたちは細やかな演出に知恵を絞る。　
ステージやテーブルの
上だけがマジシャンの見
感動を生むサプライズ
せ場ではない。取材後、記者が手持ちぶさたにしていた時だ。 「お暇ならマジックを見せましょうか？」 。山崎さんが即興で小さなスポンジを使ったマジックを披露してくれた。まさに〝サプライズ〟 。予想もし い出来事に感動してしまった。聞くと、普段からトランプなど小さな手品道具を持ち歩いているそうだ。「自己紹介でマジックが趣味というと『見せて』と必ず言われるんでね」 。　
マジックには生で見て
こその感動がある。言葉では伝えきれない不思議な世界。ぜひ定期的に開かれるマジックショーで、その感動を味わってほしい。ただしその際は「タネや仕掛けがあると疑わない純粋な心」をお忘れなく。
（平嶋健人＝
社会学類２年）
丹羽准教授が講演行うバイオｅカフェ
昆虫研究の意義を説明
消火活動を体験する子供
夢の職業に目を輝かせる
　
生物学類と生命環境科学
研究科が主催するバイオｅカフェが、４月
16日に大学
会館多目的ホールで開催された。
70回目となる今回
は「大人になるってなんだろう？─昆虫から学べること」と題して丹羽隆介准教
　
子供たちが職業体験をす
るイベント「Ｇｏｏｄ
　
Ｊ
ｏｂ
　
２０１３～夢のお仕
ある」と話し、講演を締めくくった。　
来場した井戸川直人さ
ん（生物１年）は「さまざまな方法を使 て真実に迫る、実験の組み立て方が奇
麗だと思った」と感想を語った。　
丹羽准教授は「来場者の
反応が良く、特に学生が興味を持ってくれて良かた」と話した。 　
急性アルコール中毒にな
り、病院へ搬送されるケースが相次いでいる。４月だけで３件発生し、うち２件が未成年の飲酒によるものだった。大学側が飲酒について注意を呼びかける一方、状況には改善 見られず、飲酒に対する本 生のモラルの欠如が浮き彫りと
なった。　
４月
20日に起きたケース
では、課外活動団体の集会中、未成年の学生が飲酒。その後、急性アルコール中毒になり 病院へ搬送された。学生には所属学類長から厳重注意が行われ 同団体は一定期間の活動自粛となった。　
未成年飲酒やイッキ飲み
などは社会的に問題となっており、昨年に 、小樽商科大学や慶應義塾大学などで飲酒による学生の死亡事故が発生。 本学でも過去不適切な が死亡した事故がある。　
本学では２００７年ごろ
から新入生対象のフレッシュマン・セミナー どで飲酒について注意喚起を始
つくばセンターに大型ビル
授（生環系）が講演。来場者は飲み物やお菓子を味わいながら話に聞き入った。　
同准教授は生物が成長す
る過程を解明する発生生物学が専門で、ショウジョウバエを用いた研究を行っている。講演では自身 発見
した、ハエが成虫になるために必要な 「ネバーランド」遺伝子を中心とした研究成果を紹介。最新のデータも使いながら、分かりやすく解説した。　
参加者同士が話し合う時
間も設けられ「ハエを使っ
た研究はヒトの研究に役立つか？」などのテーマについてディスカッションした。 「ヒトとハエは体 構造が異なるため、ヒト 研究に役立てるのは難しいのでは」という意見に対し丹羽准教授は、ｉＰＳ細胞開発のきっかけがショウジョウバエの研究にあったことを紹介。 「 『全ての生物は研究に値する』という言葉あるが、昆虫研究はヒトの研究に示唆を与えることも
事体験場～」が、５月
11─
12日に中央公園（つくば市
吾妻）で開催された。これ
は同日に行われた「つくばフェスティバル」の企画の一つで、約２０００人の子供が訪れた。　
同イベントは、子供たち
に働くことの楽しさを伝えることを目的として 本学生を中心とした実行委員会が運営している。今年テーマは「子どもたちに夢と元気を」で、本学のサークルや市の企業が
19のブー
スを設置した。子供たちは郵便局員や新聞記者などとして働き、それによって得た疑似通貨 「ジョブジョブ」を使って、おもちゃ 駄菓子などを購入したり、ゲームを楽しんだ。　
特に人気だった職業は警
察官 職業体験。逃走
モラルの無さ浮き彫りに
未成年の飲酒も発覚
め、２０１１年からは課外活動団体の責任者を対象に講習会も開いている。
　　
　
学生生活課の土子昇専門
員は「 を くなどさまざまな対応を行っているにも関わらず、 （急性アルコール中毒や未成年の飲酒が）発生しているのは非常に残念」 と話した。 また、 「未成年に飲酒させるのは違法行為。命を落とす場合もあるので、 （未成年に飲酒させるなどの）悪い伝統を引き継がない ほしい」 訴えた。　
同課では、宿舎祭などが
行われる今後も注意を呼びかけていくとし、飲酒に関わる事故が起こった場合は厳しい対応をしていく方針を示した。
図を使った説明に聞き入る来場者
５月
24―
25日に開催
新たなつくば市の顔に
つくば市は４月
12日、
つくばエクスプレスつくば駅のバスターミナル隣接地に建設予定の「つくばターミナルビル」について設計や施設整備を担当する事業
者の募集要項を発表した。　
つくばターミナルビルは
「つくばの顔として市の玄関口に新たなにぎわいと交流をもたらす複合施設」になることを目標として建設
される。６月３―
28日にか
けて募集を受け付け、９月に事業者を決定。来年４月に着工し、平成
26年度中に
完成させる計画だ。完成した施設 はつくば市の総合インフォメーションセンターやバス発券所、市内の研究機関の展示スペースなどが設置される予定。
　
犯人を捕まえる場面では、警察官の帽子を被った子供たちが全力で走り回った。つくば市内から訪れた小学３年生の男子は、 「本物の警察官みたいで楽し った」と笑顔で語った。　
つくば市消防本部は、消
火活動や救助活動が体験できるブースを設置。子供たちは炎の絵が描かれた壁に向かって放水するなど、本物の消防士になりきった。また消防車や救急車の搭乗体験もでき、子供たちは目を輝かせ 。　
代表の中村元樹さん（知
識３年）は、 「子供たもちろん、大学生のスタッフも楽しんでいて良かった。関わった全ての人にとって良い思い出になっていたらうれしい」 と語った。（
12面に関連写真）
第
39回やどかり祭
急性アルコール中毒多発
　
第
39回やどかり祭（宿舎
祭）が５月
24（金）―
25日
（土）に開催される。
24日
に前夜 、
25日に本祭が行
われ、会場は平砂共用棟、平砂テニスコートなどとなっている。　
当日は各団体による模擬
店出店の他、本学の音楽系サークルによる野外ライブも予定されている。実行委員会の企画では、浴衣美女のグランプリを決定する「ゆかたコンテスト」や、男の中 男を競う「漢祭り」 、 各団体の御輿パフォー
マンスなどが行わ 。また昨年に引き続き、のど自慢大会の「や カラ祭」も開催される。祭りの最後には多目的グラウ ドで花火を予定。　
詳細は、宿舎祭ホー
ムページ（
h
ttp
://
w
w
w
.s
t
b
.t
s
u
k
u
b
a
.
ac.jp
/~y
ad
o
k
ari/ ）
リングを使ったマジックを披露する部員
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仲間の支えを実感する
復活目指し日々奔走
学後、 メンネルコール復活に向け、 待っていたのは苦労の連続だった。練習やミーティングに使う教室の借り方さえ分からず、最初 学内を自転車で走り回り、使える教室を探した。そんな時に支えてくれたのは 友人やメンネルコールのＯＢだっ 。 「私には能力が無いけど、周りの人に助けられて まくできた」 。 同年５月
10日に初ミーティ
ングを開 た。 約
10人が集まり、 初ミー
ティングから約２カ月経った７ ５日、復活後第１回目となる練習も行った。翌年
11月には 「つくば市民文化祭」
に出演。復活後初のステ ジで力強く歌った。 「周りのお げ」と優しくほほ笑む。　
仲間を先導する中で感じたことがあ
る。団員に事務作業を頼んだのは良いが、 自分の思う通りにはいかない。 「どうしてこんなことができないんだ。自分なら……」と、もどかしくなったこともあったが、すぐに「皆それぞれ考え方も違 から 中の常識 と
白衣を着て実験する子供たち
キッズ・ユニバーシティ
１0面へ
Good Job 2013
新聞記者になりきり、インタビューする子供たち 11 面へ
　
寒暖の差が激しいつく
ばの春。私事ですが、編集期間直前まで体調を崩してしまいました。 「宿舎風邪」の流行も見え隠れするこのころ。皆さま体調にはお気をつけて　
春の風物詩としてもう
一つ。そ は自転車の大渋滞。学内は徒歩で移動する私ですが、４月 何度も自転車にひかれそうになりました。２年生キャップＫが先導となっ ????
た自転車特集は必見。ＩＣタグの導入で、自転車問題が解決されることを切に祈ります。　
そして筑波大学新聞に
も、８人の新入生が入部しました。１年生のフレッシュさに喜びを噛み締めつつ、私はもう３年生になったのかと、時流れをしみじみ感じます。若い感性がこれ らの紙面をどう彩 ていくのか。彼らの活躍が、今から楽しみです。
（編集
長・原啓一郎＝社会学類３年）
次号は７月
16日 （火）発行予定です
　
再びそのハーモニーが響くまで、７
年の空白があった──。１９７７年の創設後、２００３年に一度解散した本学の「男声合唱団メンネルコール」 。だが、
11年に川邉貴英さん（人文３年）
かると、本学ＯＢの先生から「大学でも男声合唱を続けるのか」と聞かれた。男声合唱に熱中していた川邉さんがうなずくとメンネルコールの「十周年記念誌」という小冊子を渡された。その先生はメンネルコールの創設者だった。先生 熱意もあり、 「 （復活に）挑戦してみるか」と決意した。　
２０１１年に入
らわれていては駄目だ」と悟った。そして「言わなくても分かると思ったけど予測が甘かった」と、うまく意図を伝えられない無力さ、団体運営の難しさを痛感 た。　
失敗ばかりが続いていたある時、ふ
と 「ありがとう」 と団員につぶやいた。すると 、 言うのはこっちの方。お前がいるからメンネルコールがあるんだ」 。仲間の支えを実感した瞬間だった 「そもそも合唱は一人ではできないから」 。 まざまな人に教えられ、 助けられた だからこそ 「自分なんてちっぽけだ」 、自分に言い聞かせるように繰り返しながら、助けてくれた人への感謝を忘れることはない。　
人と関わる上で、気を付けているこ
とがある 「何事にも全力 当たる」ことだ。それは合唱以外でも徹底している。今年４月、環境問題に関する学生フォーラムのために訪れたカザフスタンでは、日本語学科の学生など さ
を中心に活動を再開し、再び歴史を刻み始めた。　
メンネルコールを復活させようと決
意したのは男声合唱部の部活動を経験した高校時代。推薦入試での合格が分
川邉貴英さん（人文 3年）
男声合唱団メンネルコールを復活させる
団員たちと肩を組む川邉さん（中央）
まざまな質問をされた。 「神道とはどういう思想？」 「人情とは何？」……。答えにくいことでも、できる限り説明した。 「真剣な人には真剣に反応する。分かり合 ないことがあっても、分かり合えないということが分かり合えだけで進歩だから」 。　
次の目標は、来年３月８日のメンネ
ルコール復活後初めてと る単独コンサートだ。今までは他の合唱団との共同コンサート ったが、ＯＢや地域の人の協力を得て単独で開催する 私たちの合唱 通して一人 も多くの人が笑顔になれるように」と、その日を待ち望む。　
周りの人に支えられながら、メンネ
ルコールの復活を成し遂げて２年。 「私はマッチに火をつけただけ。火を大きくしてくれたのは周りの人」 ぽつりと話す川邉さんだが、大切にする仲間の支えがあれば、そのマッチの火はいくらでも大きくなるだろう。
（鈴木拓
也＝人文学類２年）
写真部の展示に見入る来場者 ３面へ
第 29 回つくば芸術祭
相手を抜き去りトライを狙う選手
ラグビー関東大学春季大会
９面へ
